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第
三
期
米
穀
法
制
定
直
前
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の
米
価
政
策
期
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自
由
価
格
制
の
最
後
の
時
期
(
大
正
一
万
年

t
九
年
)

叩
第
四
期
米
穀
法
制
定
下
の
米
価
政
策
期
、
恒
久
的
米
価
調
節
時
代
、
間
接
統
制
時
代
(
大
正
十
年

t昭
和
七
年
)

H

第
五
期
米
穀
統
制
法
制
定
下
の
米
価
政
策
期
(
昭
和
八
年

1
十
六
年
)

"
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六
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食
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管
理
法
制
定
下
の
米
価
政
策
期
1
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戦
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第
一
期
食
糧
増
産
、
強
権
供
出
に
よ
る
収
奪
的
食
糧
統
制
期
〈
敗
戦

1
朝
鮮
戦
争
開
始
)

H

第
二
期
食
糧
事
情
の
好
転
に
と
も
な
う
日
本
農
政
転
換
の
準
備
期
(
朝
鮮
戦
争

1
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和
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九
年
〉

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

八



日
本
資
本
主
PH

棋
の
米
価
問
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八
四
)

戦
後
約
二
十
年
間
に
わ
た
る
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
は
、
戦
前
の
そ
れ
に
く
ら
べ
、
そ
の
期
間
は
約
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
と
は

い〉え、

は
る
か
に
多
く
の
変
化
と
教
訓
に
富
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
性
格
も
戦
時
中
を
間
に
挟
ん
で
、
戦
前
と
戦
後
と
で
は
大
い
に
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
性
格
変
化
の
原
因
と
し
て
は
以
下
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
敗
戦
に
よ
る
日
本
資
本
主
義
の
変
貌
、

と
く
に
「
農
地
改
革
」
に
よ
る
平
場
耕
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
制
の
消
滅
、
な
ら
び

に
、
こ
の
結
果
と
し
て
の
独
占
資
本
対
農
民
の
直
接
的
対
立
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
前
、
主
と
し
て
地
主
・
小
作
人
間
の
搾
取
・
被
搾
取
関

ミ
ミ
、

必
ν
カ

つ
ま
り
小
作
料
や
小
作
地
問
題
が
農
民
運
動
の
中
心
的
課
題
と
み
ら
れ
、
ま
た
米
価
も
農
民
と
地
主
と
資
本
家
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
利
害
対
立
の
な
か
で
決
定
さ
れ
た
の
に
対
し
、
戦
後
は
地
主
制
の
消
滅
に
伴
い
、
小
作
料
問
題
に
代
っ
て
米
価
を
中
心
と
す
る
農
産
物

価
格
が
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
独
占
資
本
対
農
民
の
斗
争
が
農
民
運
動
の
中
心
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
米
価
も
独
占
資
本
対
農
民
の
利
害

対
立
の
な
か
で
決
定
さ
れ
、
戦
前
の
よ
う
に
地
主
の
利
害
を
考
え
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
、
戦
前
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
お
よ
び
、
朝
鮮
千
台
湾
か
ら
の
移
入
米

(
こ
の
移
入
米
ば
昭
和
十
年
に
は
、
米
生
産
県
か
ら

消
費
県
へ
移
出
さ
れ
る
「
内
地
米
の
道
府
県
管
外
出
回
り
量
」
を
上
回
る
ほ
ど
に
な
っ
た
)
に
よ
る
需
給
の
調
節
と
い
う
条
件
の
喪
失
と
、
こ
れ
に

伴
う
、
食
管
制
の
意
義
の
増
大
。

第
三
に
、
米
の
公
定
価
格
に
よ
る
国
家
買
上
げ
制
度
の
も
と
で
、
昭
和
二
四
年
以
降
、
食
糧
事
情
好
転
の
結
果
、
農
民
層
分
解
の
意
義

が
増
大
し
た
こ
と
。
食
管
制
下
で
の
公
定
米
価
の
決
定
や
供
出
義
務
と
割
当
制
が
、

つ
ね
に
富
農
層
に
有
利
で
、
貧
農
層
に
不
利
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
階
層
別
に
米
何
問
題
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
農
民
ケ
二

l

勤
労
農
民
」
階
級
と
し
て
一
色
に
と
ら
え
る
乙
と
が
あ

や
ま
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
戦
後
復
活
再
編
さ
れ
た
日
本
独
占
資
本
の
農
村
に
与
え
た
役
割
の
変
化
|
|
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
対
日
支
配
政
策
と
そ
の
推



移
に
結
び
つ
い
て
い
る

|
|
O
す
な
わ
ち
、

零
細
農
維
持
政
策
か
ら
そ
の
切
捨
て
政
策
へ
の
百
八
十
度
の
転
換
、

お
よ
び

「
撰
択
的
拡

大
」
に
よ
る
米
麦
中
心
の
日
本
農
業
の
質
的
転
換
を
意
図
す
る
農
業
基
本
法
政
策
の
査
場
。

さ
て
、
戦
後
の
米
価
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
時
期
区
分
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
が
、
問
題
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
四

期
に
分
け
て
お
く
。

第
一
期

敗
戦
(
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
)
よ
り
朝
鮮
動
乱
開
始
(
昭
和
二
五
年
六
月
二
五
日
)
ま
で
の
時
期
。

第
二
期

朝
鮮
動
乱
開
始
よ
り
世
界
資
本
主
義
の
恢
復
と
食
糧
事
情
の
好
転
を
示
し
た
昭
和
二
九
年
頃
ま
で
の
時
期
。

第
三
期

日
本
資
本
主
義
が
帝
国
主
義
的
復
活
の
た
め
に
総
力
を
結
集
し
始
め
た
昭
和
三

O
年
以
降
か
ら
農
業
基
本
法
成
立

(
昭
和

六
年
六
月
)
に
至
る
ま
で
の
時
期
。

第
四
期

震
基
法
成
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
時
期
。

戦
後
第
一
期

食
糧
増
産
、
強
権
供
出
に
よ
る
収
奪
的
食
糧
統
制
期
(
敗
戦
1
朝
鮮
戦
争
開
始
)

こ
の
期
は
敗
戦
か
ら
二
・
一
ス
ト
ま
で
の
民
主
体
昂
揚
期
と
、
二
・
一
ス
ト
か
ら
朝
鮮
戦
争
開
始
に
い
た
る
占
領
政
無
の
反
動
化
な
ら

ひ
に
下
か
ら
の
民
主
化
運
動
の
退
潮
期
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
期
の
米
価
問
題
'
を
考
察
す
る
に
先
立
っ
て
、
そ
の
経
済
的
背

景
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

昭
和
二
十
年
に
は
い
る
や
、
戦
局
は
絶
望
化
し
、
戦
時
経
済
は
行
詰
り
、
日
本
の
敗
色
は
お
お
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
敗
戦
の

現
実
に
直
面
す
る
や
、
盲
目
的
に
神
州
不
滅
を
信
じ
て
き
た
多
く
の
日
本
人
は
、

「
悪
夢
」
の
よ
う
な
戦
争
が
や
っ
と
終
っ
た
と
い
う
安

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
〈
四
〉

四

堵
感
や
平
和
な
未
来
へ
の
展
望
と
と
も
に
、

一
種
の
虚
脱
状
態
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
日
本
人
は
か
つ
て
戦
争
に
敗
れ
た
経
験
を
も
た
な

か
っ
た
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。

日
本
は
降
伏
し
た
。
そ
の
条
件
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
で
あ

り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
は
カ
イ
ロ
宣
言
の
履
行
も
含
む
l
l
t
「
カ
イ
ロ
立
一
一
二
日
の
条
項
は
履
行
せ
ら
る
べ
く
:
:
:
」

(
ボ
ッ
〆
ム
宣
言
第

八
条
)

ー
ー
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
宣
言
に
よ
り
日
本
は
、

ω連
合
軍
に
よ
る
日
本
国
領
土
内
の
諸
地
点
の
占
領
、
凶
日
本
軍
隊
の
完

全
な
武
装
解
除
、
同
日
本
国
の
主
権
は
、
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
な
ら
び
に
連
合
国
側
が
決
定
す
る
特
定
の
諸
小
島
に
局
限
さ
れ

る
こ
と
、

ω戦
犯
処
罰
、
問
実
物
賠
償
の
取
立
可
能
な
産
業
の
維
持
、
間
民
主
主
義
復
活
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
確
保
、
等
の
実
行
を
要

求
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
敗
戦
日
本
の
人
民
が
当
商
し
て
い
た
の
は
、
深
刻
な
食
糧
難
、
住
宅
難
、
稲
々
た
る
イ
ン
フ
レ
の
進
行
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
衣
・
食
・
住
の
危
機
の
な
か
で
、
ま
た
同
時
に
憲
法
改
正
を
も
含
め
て
高
度
な
理
念
的
論
議
が
盛
に
行
わ
れ

た
。
そ
れ
は
、
戦
前
の
日
本
人
の
思
想
、
制
度
、
慣
習
等
が
敗
戦
に
よ
り
根
底
か
ら
ゆ
る
が
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で
、
米
国
賠
償
委
員
の
ポ

i
レ
l
は
、

「
日
本
人
は
平
和
と
民
主
主
義
と
に
よ
っ
て
軍
国
主
義
下
で
は
享
受
し
え
な
か
っ
た
、

よ

り
豊
か
な
生
活
に
導
か
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
賠
償
政
策
に
よ
っ
て
悟
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
、
ま
た
多
く
の
日
本
人
は
心
か
ら
平
和
と
民
主

主
義
の
日
本
の
再
建
を
決
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
争
の
結
果
、

日
本
の
産
業
は
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
発
表
に
よ
れ
ば
、
本
土
内
の
軍
用
資
産
を
含
め
て
の
国
富
の
四

一
・
五
%
が
直
接
間
接
戦
争
で
失
わ
れ
、
直
接
の
軍
需
生
産
を
含
ま
な
い
生
産
は
戦
前
昭
和
十

t
十
二
年
平
均
の
約
一
一
割
前
後
、
昭
和
二

一
年
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は
同
じ
く
昭
和
十

t
十
二
年
平
均
の
一
ニ

0
・
七
弱
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。
日
本
帝
国
主
義
は
海
外
の
領
土
、
植

民
地
の
す
べ
て

(
全
領
土
面
積
の
四
五
%
)

を
失
い
、

そ
の
勢
力
圏
か
ら
追
放
さ
れ
、

一
時
的
に
も
せ
よ
国
際
経
済
か
ら
全
面
的
に
切
り

離
さ
れ
、
崩
壊
し
た
。
戦
時
中
、
軍
閥
や
官
僚
と
結
び
つ
き
、
全
面
的
に
軍
需
産
業

ιし
た
独
占
資
本
は
、
敗
戦
を
契
機
と
し
て
、

一
挙



に
軍
需
市
場
を
喪
失
し
、
文
字
通
り
死
情
的
な
転
換
点
に
直
面
し
た
。
し
か
も
、
戦
時
中
天
皇
制
国
家
に
よ
り
徹
底
附
に
弾
圧
さ
れ
た
労

働
者
農
民
の
運
動
は
、
戦
後
死
灰
の
中
か
ら
よ
み
が
え
り
、
多
く
の
犠
牲
と
苦
悩
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
民
衆
の
慣
怒
は
表
面
化
し
た
。
そ

の
う
え
賠
償
問
題
と
財
閥
解
体
問
題
で
、
独
占
資
本
を
始
め
と
す
る
日
本
の
支
配
階
級
は
、
さ
ら
に
追
討
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
日
本
は
、
国
際
的
に
も
園
内
的
に
も
孤
立
し
、

ま
さ
に
、
革
命
的
情
勢
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
戦
時
中
の
天
皇
制
警
察
国
家
の
弾
圧
に
よ
り
、
民
主
組
織
が
圧
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
戦

時
中
か
ら
の
反
戦
・
抵
抗
運
動
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
白
木
の
大
衆
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
後
の
革
命
的
情
勢
を
迎
え
な
が
ら
、
こ
の
情

勢
を
有
利
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
民
衆
の
不
満
と
抵
抗
の
組
織
化
に
お
い
て
、
決
定
的
に
立
遅
れ
て
い
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
米
英
仏
等
の
資
本
主
義
諸
国
と
日
独
伊
の
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
に
斗
わ
れ
た
植
民
地
再
分

割
を
目
的
と
す
る
帝
国
主
義
戦
争
と
し
て
、
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
日
独
伊
三
回
の
フ
ァ

V
ズ
ム
に
対
す
る
米

英
仏
を
中
心
と
す
る
連
合
国
の
民
主
主
義
擁
護
斗
争
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
ソ
連
の
参
戦
に
よ
り
、
こ
の
性
格
は
さ

ら
に
明
確
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
終
戦
直
後
の
事
実
上
の
ア
メ
リ
カ
単
独
占
領
下
の
対
日
政
策
も
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
国
際
民
主
主
義

勢
力
の
要
請
と
し
て
日
本
に
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
こ
の
要
請
を
、
戦
後
の
世
界
的
な
ら
び
に
園
内
的
に
高
揚
し
て
い

た
「
民
主
化
」
機
運
を
背
景
と
し
て
、
天
皇
制
の
否
定
、
旧
軍
隊
お
よ
び
財
閥
の
解
体
、
農
地
改
革
、
治
安
維
持
法
の
廃
止
、
特
高
警
察

の
解
体
、
労
働
組
合
の
育
成
、
教
育
の
民
主
化
等
の
一
連
の
措
置
と
し
て
遂
行
し
た
。
し
か
し
日
本
の
民
主
勢
力
が
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の

予
想
を
超
え
て
革
命
的
な
高
揚
を
示
し
始
め
、
ま
た
中
国
大
陸
に
お
け
る
中
共
箪
の
勝
利
や
、
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
解
放
斗
争
の
激
化
に

よ
る
帝
国
主
義
の
植
民
地
体
制
の
崩
壊
の
方
向
、
さ
ら
に
は
世
界
労
運
の
結
成
に
よ
る
資
本
主
義
世
界
の
労
働
階
級
の
組
織
方
の
強
化
等

の
事
態
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
占
領
政
策
も
必
然
的
に
反
動
化
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
初
ア
メ
リ
カ
は
、
自
国
の
危
険

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

五



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
〉

ノ、

な
競
争
相
千
と
し
て
の
日
本
に
、
軍
事
的
・
経
済
的
に
再
起
不
可
能
な
打
撃
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
昭
和
二
二
年
か
ら
三
年
以
降
に
か

け
て
、

ソ
連
に
対
す
る
防
壁
、
イ
ギ
り
ス
と
同
じ
よ
う
な
不
沈
空
母
、
勇
敢
な
訓
練
さ
れ
た
兵
土
の
給
源
、

お
よ
び
ア
ジ
ア
の
工
場
と
し
て
の
日
本
の
育
成
を
意
図
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
民
主
化
高
揚
期
と
そ
れ
の
反
動
期
へ
の
転
換
点
と
み
ら

ア
ジ
ア
の
反
共
前
線
基
地
、

れ
る
の
が
、
昭
和
一
一
二
年
二
月
一
日
の

G
H
Q
に
よ
る
、
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
で
あ
り
、
こ
の
命
令
は
戦
後
の
民
主
的
一
両
揚
期
に
終
止
符
を

打
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
占
領
政
策
の
変
化
を
反
映
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
賠
償
要
求
も
、
ポ
l
レ
l
、

ス
ト
ラ
イ
ク
、
ド
レ
l

パ
ー
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
等
の
諸
報
告
が
示
す
よ
う
に
、
相
つ
い
で
そ
の
賠
償
要
求
水
準
含
引
下
げ
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、

ガ
リ
オ
ア
・
エ

ロ
ア
の
「
対
日
は
援
助
」
を
車
問
付
け
と
し
て
日
本
の
工
業
力
培
養
、
軍
事
工
業
保
存
が
積
極
的
に
打
出
さ
れ
た
。

(
担
)
オ

1
エ
ン
・
ラ
一
ア
ィ
モ
ア
吋
ア
ジ
ア
の
情
勢
』
、

吋
何
回
出

ω目
付
ロ
己
目
。
口
山
口
〉
印

F

H申
8
.
H
Y
H
E・

小
川
修
訳
、
日
本
評
論
社
、

一
一
回
頁
以
下
参
照
、

C
司

g
F三巴
5
0
2

敗
戦
直
後
の
打
撃
か
ら
立
ち
直
る
た
め
、
日
本
の
支
配
階
級
が
と
っ
た
主
な
手
段
は
、
ま
ず
終
戦
の
混
乱
に
乗
じ
℃
巨
額
の
軍
需
補
償

金
(
昭
和
二

O
年
十
一
月
二
七
日
、
大
蔵
省
は
軍
需
補
償
額
五
六
五
億
円
と
発
表
)

を
獲
得
す
る
こ
と
、
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
り
、
負
債
の
減
価

を
は
か
る
と
と
も
に
、
資
産
の
増
価
を
は
か
り
、
人
民
の
生
活
を
飢
餓
と
窮
乏
の
中
に
陥
れ
な
が
ら
、
平
時
産
業
に
転
換
す
る
た
め
の
準

備
を
と
と
の
え
る
と
と
、
賠
償
の
緩
和
を
策
し
、
外
資
の
導
入
を
は
か
ろ
う
と
し
た
こ
と
、
他
方
、
圏
内
の
革
命
的
情
勢
に
た
い
し
て

は
、
小
市
民
層
の
「
秩
序
回
復
」
の
た
め
に
は
強
力
な
国
家
権
力
の
発
動
も
や
む
を
え
な
い
と
す
る
気
運
を
背
景
に
、
蝉
圧
体
制
を
と
と

の
え
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た

Q

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
支
配
階
級
の
意
図
は
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
た
。
す
な
わ
ち
、
二
一
年
一
月
十

七
日
の
警
察
官
の
全
銃
そ
の
他
の
武
球
携
帯
の
許
可
、
向
月
十
八
日
の
強
権
に
よ
る
食
糧
買
上
げ
万
針
の
決
定
、
二
月
十
六
日
の
「
金
融

緊
急
措
置
令
」
(
新
円
切
換
な
ど
て
「
臨
時
財
産
調
査
令
」
「
食
糧
緊
急
措
置
令
」

「
隠
援
物
資
等
緊
急
措
置
令
」

「
物
価
対
策
基
本
要
綱
」



「
緊
急
就
業
対
策
要
綱
」
苧
か
ら
な
る
イ
ン
フ
レ
防
止
の
た
め
の
一
連
の
非
常
措
置
は
、
支
配
階
級
が
一
応
そ
の
役
割
を
果
し
終
え
た
イ

ン
フ
レ
政
策
の
行
き
過
ぎ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
産
サ
ボ
を
打
切
っ
て
、
上
か
ら
積
極
的
に
、
反
民
主
的
な
経
済
再
建
工
作
に
乗
り
出
す
転

機
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
の
イ
ン
フ
レ
政
策
は
、
旧
円
封
鎖

(
昭
和
二
一
年
二
月
十
八
日
、
日
銀
券
発
行
高
は
旧
円
時

代
の
最
高
で
あ
る
六
一
八
億
円
と
な
り
、
同
月
二
五
日
旧
円
の
停
止
、
新
円
の
交
換
を
開
始
し
た
)

に
よ
り
、

一
時
そ
の
行
過
ぎ
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

は
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
円
封
鎖
の
翌
日
か
ら
、
新
円
イ
ン
フ
レ
は
引
続
き
昂
進
し
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
レ

白
河
進
と
そ
こ
で
の
闇
経
済
は
、
逆
に
独
占
資
本
と
そ
の
支
配
体
制
そ
の
も
の
を
も
危
険
に
お
と
し
い
れ
る
要
因
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ま

た
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
実
質
賃
銀
の
切
下
げ
に
も
限
界
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
独
占
資
本
は
、
イ
ン
フ
レ
を
昂
進
さ
せ
、
外
資
導
入
を

は
か
る
こ
と
に
よ
り
、

一
挙
に
財
政
的
立
直
し
な
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
資
導
入
の
た
め
に
も
、
国
内
経
済
情
勢
の
安

~ 

疋、

イ
ン
フ
レ
の
抑
制
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
石
橋
蔵
相
の

「
健
企
財
政
L
、
金
融
機
関
融
資
準
則

(
二
二
年
三
月
一

日
大
蔵
省
告
示
)

に
よ
る
銀
行
金
融
の
引
締
め
等
が
行
わ
れ
、
吉
田
内
閣
の
社
会
党
引
込
み
に
よ
る
連
立
工
作
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
は
失
敗
に
終
っ
た
。

昭
和
二
二
年
四
月
の
新
憲
法
下
第
一
回
の
総
選
挙
で
吉
田
内
閣
に
か
わ
っ
て
登
場
し
た
片
山
内
閣

(
衆
議
院
議
員
の
社
会
党
議
席
は
一
四

一
一
一
、
自
由
党
二
二
一
、
民
主
党
二
一
四
、
閏
協
党
三
一
、
諸
派
二

O
、
無
所
属
二
一
一
、
共
産
党
四
)

は
、
そ
れ
ま
で
統
一
行
動
を
続
け
て
き
た
共
産

党
と
絶
縁
し
、
民
主
、
国
協
両
党
と
結
ん
で
三
党
連
立
内
閣
を
つ
く
っ
た
。
勤
労
大
衆
の
期
待
を
担
っ
た
社
会
党
首
班
内
閣
の
基
本
政
策

内
閣
と
大
差
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
本
原
則
は
、

は
、
し
か
し
な
が
ら
、
二
二
年
六
月
十
一
日
に
発
表
さ
れ
た
八
項
目
に
わ
た
る
経
済
緊
急
対
策
に
示
さ
れ
た
如
く
、
そ
れ
以
前
の
保
守
党

「
賃
銀
と
物
価
の
相
互
関
係
の
安
定
の
た
め
」
と
称
し
、

「
基
礎
物
資
の
価
格

は
戦
前
の
昭
和
九
、
十
、
十
一
年
の
価
格
水
準
の
六
五
倍
を
限
界
と
し
て
価
格
安
定
帯
を
設
け
同
格
が
之
を
超
え
る
と
き
は
価
格
調
整
補

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

七



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

八

給
金
に
よ
っ
て
需
要
者
価
格
を
安
定
帯
の
限
界
迄
引
下
げ
る
。
賃
銀
は
現
在
よ
り
若
干
引
上
げ
工
業
総
平
均
賃
銀
を
月
一
、
八

O
O円
と

し
暫
定
業
種
別
平
均
賃
銀
を
基
準
と
し
て
価
格
に
算
入
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
賃
銀
は
戦
前
の
ニ
七
l
一
一
八
倍
で
、

物
価
改
定
前
の
わ
ず
か
二
一
%
の
引
上
げ
に
す
ぎ
な
い
が
、
石
炭
、
鉄
鋼
な
ど
の
基
礎
物
資
は
、
戦
前
の
六
五
倍
を
市
川
界
と
し
て
基
礎
的

価
格
安
定
帯
を
認
め
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
生
産
者
価
格
に
は
価
格
調
整
補
給
金
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
の

多
く
は
百
倍
前
後
の
価
格
と
な
り
、
物
何
改
定
前
の
二
倍
半
乃
至
コ
一
倍
と
な
っ
℃
、
企
業
の
赤
字
は
解
消
す
る
が
、
家
計
の
赤
字
は
増
大

ぜ
ざ
る
を
え
な
い
仕
組
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
片
山
内
閣
の
廿
訳
本
的
な
経
済
政
策
も
、
吉
田
内
閣
と
同
様
「
耐
乏
生
活
」
を
国

民
に
要
求
す
る
「
低
賃
銀
維
持
」
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
片
山
内
閣
は
吉
同
内
閣
に
よ
り
一
二
年
十
二
月
二
四
日
に
決
定
さ
れ
た

「
傾
斜
生
産
方
式
」
を
積
極
的
に
遂
行
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、

「
傾
斜
生
産
方
式
」
の
目
的
は
、

一
方
で
復
金
融
資
や
終
戦
処
理
費
な

ど
を
原
因
と
す
る
日
銀
券
増
発
、
イ
ン
フ
レ
政
策
、
大
衆
か
ら
の
税
収
奪
、
強
権
供
出
、
低
農
産
物
価
格
、
耐
乏
生
活
の
強
要
な
ど
に
よ

り
、
賃
銀
水
準
を
低
く
押
え
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
補
助
金
や
融
資
等
に
よ
る
国
家
資
金
の
重
点
産
業
部
門
へ
の
ふ
り
む
け
に
よ

り
、
独
占
資
本
立
直
り
の
た
め
の
独
占
利
潤
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
、

に
あ
っ
た
。

そ
の
後
二
三
年
二
月
、
片
山
内
閣
は
予
算
編
成
の
失
致
に
よ
り
総
辞
職
し
、
翌
三
月
に
成
立
し
た
芦
田
内
閣
は
同
年
十
月
い
わ
ゆ
る

「
昭
電
疑
獄
」
に
よ
り
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
が
、
片
山
・
芦
田
両
内
閣
は
一
貫
し
て
「
傾
斜
生
産
方
式
」
を
実
行
し
、
日
本
独
占
資
本
再

建
政
策
を
遂
行
し
た
の
で
あ
ろ
。

第
二
次
吉
田
内
閣
が
成
立
し
た
翌
月
の
二
三
年
十
一
月
、
中
共
軍
は
東
北
(
満
洲
)

全
土
を
解
放
し
た
。
他
方
、
こ
の
頃
に
は
、

日
本

の
旧
機
構
の
不
徹
底
な
解
体
|
i財
問
解
体
や
農
地
改
革
の
中
途
半
端
な
遂
行
、
戦
犯
の
復
活
、
天
皇
制
の
「
象
徴
」
と
し
て
の
温
存
i
i

に
引
続
き
、
日
本
の
軍
国
主
義
化
と
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
へ
の
経
済
的
従
属
化
は
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
か
く
し
て
、
占
領
軍
な
ら
び
に
日
本



の
支
配
階
級
が
、
敗
戦
に
よ
る
日
本
国
内
の
革
命
的
諸
要
因
の
激
化
を
、
資
本
主
義
秩
序
の
枠
内
に
お
い
て
処
理
す
る
と
い
う
、
か
れ
ら

の
課
題
は
、
昭
和
二
三
年
末
に
は
ほ
ぼ
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
占
領
下
の
強
権
供
出
、
低
農
産
物
価
格
・
低
賃
銀
政
策

と
、
他
方
で
の
イ
ン
フ
レ
政
策
の
も
と
で
の
独
占
資
本
再
建
の
た
め
の
傾
斜
生
産
方
式
に
よ
り
、
日
本
独
占
資
本
の
立
直
り
は
一
応
の
成

果
を
収
め
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
引
続
く
も
の
と
し
て
日
程
に
の
ぼ
っ
た
の
が
、
占
領
体
制
の
解
除
と
、
日
本
経
済
の
い
わ
ゆ
る
「
自
立

化
」
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
供
与
並
び
に
政
府
補
給
金
に
頼
っ
て
い
た
日
本
経
済
が
、
近
く
単
一
為
替
レ

l
ト
を
採
用

し
、
日
本
経
済
の
正
常
化
に
進
も
う
と
す
る
た
め
に
、
是
非
と
も
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
米
国
の
国
務
、
陸
軍
両
省
か
ら
G
H

Q
を
通
じ
て
指
令
さ
れ
た
の
が
い
わ
ゆ
る
「
経
済
九
原
則
」
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は

ω総
予
算
の
均
衡

間
徴
税
の
強
化

同
信
用
拡
張

の
制
限

ω低
賃
銀
水
準
の
確
保

伺
低
物
価
維
持

刷
外
国
為
替
統
制
の
強
化

間
輸
出
の
振
興
と
資
材
割
当
と
配
給
制
度
の
合
理
化

倒
重
要
国
産
原
料
と
製
品
の
増
産

倒
食
糧
供
出
計
画
の
強
化
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
九
原
則
に
も
と
を
つ
い
て
昭
和
二
四
年
の
ド
ッ
ジ
・
ラ

イ
ン
と
い
わ
れ
る
経
済
安
定
計
画
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
ね
ら
い
は
、
労
働
者
階
級
の
犠
牲
に
よ
っ
て
イ
ン

フ
レ
を
抑
制
し
、
占
領
下
の
権
力
に
よ
る
直
接
の
バ
ッ
グ
・
ア
ッ
プ
が
な
く
な
っ
た
の
ち
も
、
日
本
の
独
占
資
本
を
強
化
し
、
こ
れ
に
よ

り
日
本
を
し
て
内
外
の
共
産
勢
力
と
対
決
し
う
る
強
力
な
と
り
で
と
し
て
の
役
割
を
果
し
う
る
よ
う
に
す
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

当
時
日
本
経
済
の
の
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
二
本
の
竹
馬
の
足
|
|
ア
メ
リ
カ
の
援
助
と
補
助
金
l
l
iを
す
て
て
日
本
経
済
が
自
分
の
足

で
地
に
立
つ
た
め
、
価
格
補
給
金
の
廃
止
、
復
金
融
資
の
停
止
が
要
請
さ
れ
、
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
均
衡
予
算
の
堅
持
、

シ
ャ
ウ

プ
勧
告
(
二
四
年
八
月
二
六
日
)
に
よ
る
租
税
制
度
の
改
革
、
複
数
為
替
レ
I
ト
に
か
え
て
の
対
ド
ル
単
一
為
替
レ
l
ト
の
設
定
が
、
必
要

と
さ
れ
た
。
こ
の
単
一
為
替
レ
l
ト
の
設
定
(
二
四
年
四
月
一
一
一
一
一
日
)
は
、
円
を
ド
ル
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
二
三
年
の
十
月
か
ら

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

九



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

。

十
一
月
を
頂
点
と
し
て
悪
化
に
向
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
恐
慌
を
日
本
に
転
嫁
す
る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
を
ア
メ
リ
カ
の
従
属
下
に
置

く
と
い
う
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
単
一
為
替
レ

l
ト
設
定
と
な
ら
ん
で
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
対
日
援
助
見
返
資
金
特
別
劫
定
の
設
定
(
二
四
年
四
月
一
日
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
政
府
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

昨
日
功
物
資
の
代
金
を
特
別
会
計
を
つ
く
っ
て
別
途
に
積
立
て
、
対
日
債
権
と
し
℃
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

G
H
Q
の
承
認
の
も
と
に
、

日
本
政
府
の
債
務
の
償
還
や
経
済
再
建
に
出
長
寄
与
す
る
資
本
投
資
に
ミ
れ
を
逼
用
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
四
年
以
降
の

三
年
間
に
全
産
業
が
設
備
資
金
と
し
て
外
部
か
ら
調
達
し
た
資
金
の
う
ち
、
財
政
資
金
は
三
七
%
と
い
う
大
き
な
割
合
を
出
め
て
い
た

が
、
こ
の
財
政
資
金
の
七
O
%
(
外
部
資
金
全
体
の
三
六
%
)

が
見
遮
資
令
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
本
格
化

(
四
月
以
降

の
超
均
衡
予
算
の
実
施
、
単
一
為
替
レ
l
ト
の
設
定
、
見
返
資
金
の
設
置
等
)

と
と
も
に
イ
ン
フ
レ
は
一
応
と
ま
っ
た
が
、
中
小
企

の
融
資
難

や
税
金
攻
勢
に
よ
る
倒
産
と
整
理
は
淑
増
し
、
農
産
物
価
格
も
全
般
的
に
急
落
し
、
翌
二
五
年
に
な
っ
て
も
景
気
は
好
転
せ
ず
、
四
月
の

日
銀
や
政
府
の
金
融
引
締
方
針
の
決
定
の
一
結
果
、
い
ま
や
本
格
的
安
定
恐
慌
が
日
本
経
済
に
到
来
す
る
か
に
み
え
た
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ

の
時
、
六
月
二
五
日
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
、

日
本
経
済
の
窮
地
が
打
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
期
は
、

敗
戦
に
よ
る
戦
時
国
家
独
占
資
本
の
解
体
、

の
戦
前

(
昭
和
九
年
か
ら
十
一
年
)
の
一
、

二
割
へ
の
低

下
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
の
発
生
、
間
経
済
の
横
行
の
な
か
で
、
世
界
の
民
主
勢
力
と
、
日
本
の
労
働
者
階
級
の
組
織
化
の
前
進
、
生
産
と
生

活
を
守
る
た
た
か
い

(
生
産
管
理
斗
争
、
食
糧
よ
こ
せ
、
職
よ
こ
せ
斗
争
)

の
高
揚
期
と
、

世
界
情
勢
の
変
化
(
新
中
国
お
よ
び
東
欧
人
民
民
主

主
義
諸
国
の
成
立
、
植
民
地
・
従
属
国
の
民
族
解
放
斗
争
の
高
揚
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
資
本
主
義
諸
国
内
部
の
経
済
的
危
機
の
深
化
)
を
反
映

し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
反
動
化
、
す
な
わ
ち
ト
ル
!
?
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
(
昭
和
二
二
年
一
二
月
)
に
よ
る
共
産
主
義
封
じ
込
め
政

策
や
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
(
同
年
六
月

γ
に
即
応
し
て
日
本
の
「
ア
ジ
ア
の
工
場
L

「
軍
事
基
地
」
化
、
一
一
・
一
ス
ト
弾
圧
、
経
済
九
原



則
と
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
強
行
、
賠
償
方
式
に
お
け
る
工
場
設
備
等
の
撤
去
方
針
か
ら
存
置
方
針
へ
の
変
化
、
政
令
二

O
一
号
に
よ
る
ス

ト
権
は
く
奪
、
全
労
連
の
解
散
、
一
将
軍
備
の
公
然
た
る
開
始
と
い
う
反
動
期
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
、
昭
和
二
二
年
か
ら
一
一
一
一
一
年

に
か
け
て
の
「
傾
斜
生
産
方
式
」
、

二
四
年
の
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
強
行
を
テ
コ
と
し
て
、
独
占
資
本
の
売
弁
的
再
編
の
た
め
の
急
速
な
資

本
蓄
積
、

「
自
立
経
済
」
化
が
、
低
賃
銀
と
低
農
産
物
価
格
に
よ
る
労
働
者
と
農
民
へ
の
犠
牲
の
強
要
の
も
と
に
遂
行
さ
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
。で

は
、
右
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
の
も
と
で
、

日
本
の
米
作
農
民
に
背
負
さ
れ
た
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
戦
後
の
経

済
事
情
と
、
そ
こ
に
お
け
る
「
独
占
資
本
の
再
生
的
蓄
積
」

(
小
沫
義
雄
『
戦
後
日
本
経
済
論
』
一
一
一
四
頁
)
、

利
潤
追
求
機
構
の
な
か
で
、

定
の
搾
取
の
源
泉
と
し
て
の
役
割
を
日
本
の
農
業
・
農
民
は
支
配
階
級
に
よ
り
与
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
己
の
点
を
「
米
価

問
題
」
の
見
地
か
ら
考
察
し
よ
う
。

終
戦
直
後
の
農
業
問
題
の
当
面
の
中
心
は
、
何
と
い
っ
て
も
食
糧
危
機
の
克
服
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
か
ら
深
刻
の
度
を
加
え
て
い
た
食

糧
問
題
は
、
戦
後
、

土
地
の
荒
廃
、
耕
地
面
積
の
激
減

(
昭
和
十
六
年
の
五
八
O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
一
二
年
に
は
五
O
O万
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
に
減

少
一
)
、
農
業
資
材
、
肥
料
等
の
不
足
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
、
等
に
加
え
、

ω移
入
米
な
ら
び
に
輸
入
米
の
社
絶
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
、
台
湾
、

満
州
、
イ
ン
ド
シ
ナ
等
か
ら
の
食
糧
輸
入
の
社
絶
|
ー
す
で
に
み
た
如
く
〈
表
二
二
章
一
)
、

わ
が
国
の
移
輸
入
米
に
対
す
る
依
存
は
、
戦

前
年
額
一

0
0
0万
か
ら
一
五

O
O万
石
に
達
し
て
い
た
ー
ー
ー
、
問
国
際
的
な
食
糧
不
足
、
同
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
食
糧
輸
入
措
置
の
見
送

り
、
輸
入
外
貨
の
制
約
、
凶
復
員
、
引
揚
に
よ
る
農
村
人
口
お
よ
び
農
家
戸
数
の
増
加
|
|
農
家
戸
数
は
戦
前
の
昭
和
期
を
通
じ
て
ほ
ぼ

五
四

C
万

t
五
五

O
万
一
円
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
に
は
五
九

O
万
戸
、
二
四
年
に
は
戦
後
最
高
の
六
二
四
万
戸
に
達
し
た
l

l、
等
の
事

情
に
よ
り
、
そ
の
深
刻
さ
を
加
え
た
。
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
と
ら
れ
た
措
置
が
「
食
糧
緊
急
措
置
令
」
お
よ
び
同
令
施
行
規
則

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
〈
四
)



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

年
二
月
)
、
並
び
に
「
食
糧
確
保
臨
時
措
置
法
」
(
二
二
年
八
月
)
に
よ
る
「
強
制
供
出
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
米
・
麦
に
つ
い
て
供
出

割
当
を
行
い
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
供
出
を
拒
否
す
る
農
家
に
対
し
て
は
、
食
糧
調
整
委
員
会
(
の
ち
に
操
業
委
員
会
に
統
合
)

の
決

議
に
よ
る
申
講
に
よ
り
、
政
府
ま
た
は
地
方
長
官
が
強
制
収
用
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
戦
争
に
よ
る
食
糧
不
足
の
段

階
で
は
、
消
費
者
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
制
度
そ
の
も
の
は
な
お
多
く
の
問
題
点
を
も
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

ω供
出
に
あ
た
っ
て
の
生
産
者
価
格
は
、
当
初
、
抑
制
価
格
の
役
割
を
果
し
た
が
、
そ
の
後
は
逆
に
支
持
価
格
的
性
格
を

も
つ
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
生
産
者
価
格
の
階
層
性
が
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う

の
は
、
供
出
割
当
制
に
は
、
基
準
価
格
の
ほ
か
に
各
種
の
奨
励
金
(
早
期
供
出
奨
励
金
、
供
出
完
遂
奨
励
金
、
超
過
供
出
奨
励
金
、
集
荷
奨

励
金
)
が
附
加
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
、
超
過
供
出
奨
励
金
は
、
超
過
供
出
の
可
能
な
上
層
山
民
家
に
有
利
で
あ
る
こ
と
、
凶
上
層
農
家
ほ

ど
実
際
に
は
闇
売
り
に
廻
す
こ
と
の
で
き
る
「
自
由
米
」
を
残
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
、
間
石
当
り
生
産
費
が
反
収
の
多
い
上
層
農
家
ほ

米の自由価格と供出価格

|自向価格A/供出価格B/ A/B 

1946年 4，822円 550円 8，8倍
47 9，410 I 1.756 I 5，4 

48 15，800 i 3，646! 4，4 

49 14.300 4.348 I 3，3 

50 9，900 5，420! 1.8 

竺 110，100| 竺o土_3_1

備考農林省農村物価賃銀調査その他より作

成。供出価格は各種奨励金収入をも加重

平均したもの。(中央公論社『日:本農業

年報』第 1集、 205頁。〉

表33

ど
安
く
、
し
た
が
っ
て
全
国
平
均
の
生
産
者
価
格
に
よ
る
利
益
は
上
層
農
家
に
著
し
い
こ
と
、
な

ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
の
生
産
者
米
価
は
抑
制
米
価
と
し
て
農
民
に
不
利
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
ジ

l
プ
供
出
」
と
し
て
農
民
の
反
感
を
か
い
、

つ
い
に
一
r

部
決
村
に
耕
作
放
棄
を
現

出
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
低
米
価
の
強
権
供
出
に
よ
る
農
民
収
奪
に
対
し
て
、
長
家
経
済
を
維
持

す
る
た
め
農
民
が
と
っ
た
も
う
一
つ
の
自
衛
手
段
は
闇
米
販
売
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
の
闇
米

は
上
表
の
如
く
公
定
価
格
に
く
ら
べ
、
い
ち
じ
る
し
く
高
く
、
そ
の
流
通
量
も
多
か
っ
た
。
こ
の

た
め
供
出
反
対
、
闇
米
横
行
が
全
国
的
に
み
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
は
肥
料
、
農
薬
そ
の
他

の
独
占
価
格
に
よ
る
流
通
過
程
を
通
し
て
の
直
接
的
収
奪
と
、
国
家
権
力
と
結
合
し
た
不
当
な
課



税
、
低
米
価
政
策
お
よ
び
農
家
購
入
品
と
農
家
販
売
品
と
の
銃
状
価
格
差
等
に
よ
る
間
接
的
収
奪
に
対
す
る
農
家
の
自
衛
手
段
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
従
来
の
生
産
費
を
中
心
と
し
た
米
価
の
決
定
が
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
切
り
変
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。パ

リ
テ
ィ
米
価
の
本
質
が
、
科
学
的
算
定
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
政
治
米
価
で
あ
る
と
い
う
点
は
今
日
す
で
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
、
政
府
の
政
策
は
独
占
資
本
再
建
の
た
め
鉱
工
業
生
産
を
回
復
し
、
貿
易
を
振
興
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

い
わ
ゆ
る
「
独
占
資
本
の
再
生
的
蓄
積
」
に
重
点
を
置
い
た
。
当
時
吉
田
内
閣
は
、
鉱
工
業
生
産
指
数
を
急
速
に
六

O
%程
度
に
引
上
げ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
収
束
に
と
も
な
う
安
定
恐
慌
も
乗
切
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
イ
ン
フ
レ
を
と
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

生
産
一
得
聞
が
本
格
化
す
る
、
こ
の
た
め
石
炭
と
鉄
鋼
を
超
重
点
産
業
に
指
定
し
、

一
年
に
二
、

0
0
0万
ト
ン
に
ま
で
落
ち
た
石
炭
生
産

を一二、

0
0
0万
ト
ン
に
引
上
げ
、
増
産
さ
れ
た
石
炭
を
鉄
鋼
の
増
産
に
向
け
る
と
い
う
、
雪
だ
る
ま
式
増
産
に
よ
る
「
傾
斜
生
産
」
方

式
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
。
こ
の
場
合
、
炭
価
を
安
く
す
る
た
め
に
は
労
賃
が
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
く
に
、

日
本

で
は
原
材
料
の
コ
ス
ト
高
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
か
ら
、
工
業
労
賃
の
低
下
を
は
か
る
以
外
に
途
が
な
く
、
こ
の
た
め
食
糧
価
格
の
低
位
据
置

は
絶
対
の
要
請
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
き
に
み
た
、
二
二
年
七
月
の
新
物
価
体
系
に
こ
の
こ
と
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

ま
ず
石
炭
、
鉄
、
電
力
の
よ
う
な
基
幹
産
業
の
生
産
物
が
一
定
の
利
潤
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
公
定
価
格
を
き
め
、
次
に
賃
銀
が
右
の
よ

う
な
基
幹
産
業
の
独
占
利
潤
を
保
証
で
き
る
よ
う
な
低
い
水
準
に
決
定
さ
れ
、
こ
の
低
水
準
賃
銀
維
持
の
た
め
に
米
価
が
き
め
ら
れ
た
、

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
程
度
の
米
価
と
い
う
目
安
が
ま
ず
あ
っ
て
、
あ
と
で
、
そ
の
た
め
の
パ
リ
テ
ィ
指
数
を
算
出

す
る
た
め
の
式
を
作
成
し
た
、
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
従
来
の
「
生
産
費
」
方
式
を
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
か
え
た
直
接
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
戦
後
の

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

四

経
済
事
情
を
反
映
し
て
、
肥
料
、
農
機
具
等
の
生
産
手
段
の
価
格
な
ら
び
に
労
賃
部
分
が
急
激
に
上
昇
し
た
こ
と
で
あ
る
。
農
家
旦
雇
一
労

賃
の
高
い
原
因
と
し
て
は
、

一
般
物
価
の
上
昇
、
と
く
に
米
の
闇
価
格
が
高
く
、
農
家
の
購
買
力
も
相
対
的
に
強
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
米
の
闇
価
格
を
統
制
価
格
に
織
り
込
む
こ
と
は
、
聞
と
公
定
と
の
悪
循
環
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
採
用

さ
れ
が
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
価
格
決
定
の
基
礎
と
し
て
の
生
産
費
調
査
そ
の
も
の
が
、
最
初
か
ら
科
学
的

で
な
い
こ
と
、
戦
中
、
戦
後
の
混
乱
に
よ
り
、
さ
ら
に
著
し
く
そ
の
精
度
が
欠
け
て
き
、
調
査
も
多
く
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
物
価
指
数
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
価
格
を
決
定
す
る
パ
リ
テ
ィ
方
式
が
よ
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
米
の
政
府
買
入
れ
価
格
は
食
糧
管
理
法

(
昭
和
十
七
年
二
月
)

に
お
い
て

「
生
産
費
及
物
価
其
ノ
他
ノ
経

済
事
情
ヲ
参
酌
シ
テ
」
(
第
三
条
)
定
め
、
そ
の
売
却
価
格
は
消
費
者
の
「
家
計
費
及
物
価
其
ノ
他
ノ
経
済
事
情
ヲ
参
酌
シ
テ
」
(
第
四
条
)

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
c

こ
れ
が
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
変
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
パ
リ
テ
ィ
方
式
が
、
食
管
法
第
三
条
を
守
り

う
る
も
の
か
ど
う
か
、
も
し
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
る
米
価
決
定
、
が
、
農
家
の
米
の
再
生
産
を
保
証
し
得
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
パ
リ
テ
ィ
方

式
は
食
管
法
違
反
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論
議
が
行
わ
れ
、
表
面
的
に
は
パ
リ
テ
ィ
方
式
か
生
産
費
方
式
か
と
い
う
計
算
方
式
の
批
判
と

し
て
、
ま
ず
米
価
論
争
が
行
わ
れ
た
。

(
必
)
戦
後
の
米
価
決
定
方
式
を
時
期
的
に
区
分
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
次
の
如
く
で
あ
る
。

ω
パ
リ
テ
ィ
計
算
に
よ
る
時
期
合
二

t
二
九
年
)
。
こ
の
時
期
は
戦
前
基
準
(
九

t
十
一
年
)
価
格
パ
リ
テ
ィ
計
算
に
よ
る
時
期
(
二
一

i
二

六
年
)
と
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
基
準
(
二
五
年
四
月

i
二
七
年
三
月
)
所
得
パ
リ
テ
ィ
計
算
に
よ
る
時
期
(
二
七
年
以
降
)
の
二
期
に
分
れ
る
。

問
所
得
パ
リ
テ
ィ
計
算
方
式
と
生
産
費
計
算
方
式
(
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
)
を
併
用
す
る
時
期
(
一
一
一

o
t一
二
四
年
)
o

こ
の
う
ち
、

ω
昭
和
三

O
年
は
暫
定
パ
リ
テ
ィ
方
式
(
一
一
八
、
二
九
年
政
府
支
払
平
均
価
格
基
準
)

0

制
一
一
二
年
は
修
正
パ
リ
テ
ィ
方
式
(
二
五
、
二
六
、
二
八
、
二
九
年
の
パ
リ
テ
ィ
価
格
と
政
府
支
払
平
均
価
格
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
調
整
係



数
に
よ
り
調
整
)

0

付
コ
三
年
と
一
二
三
年
は
前
三
ヶ
年
基
本
価
格
を
基
準
と
す
る
パ
リ
テ
ィ
方
式
で
あ
っ
て
、
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
は
た
ん
に
参
酌
さ
れ

た
に
す
ぎ
な
い
。

同
一
二
四
年
に
至
り
、
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
と
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
が
正
確
に
併
用
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
コ
一

o
t一
二
三
年
の
米
価
は
、
基
本
的
に
は
二
七
年
以
降
の
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

三
O
t一
二
三
年
ま
で
の
聞
の
米
価
決
定
方
式
を
仰
の
パ
リ
テ
ィ
計
算
方
式
と
生
産
費
計
算
方
式
と
を
併
用
す
る
時
期
に
入
れ
る
こ
と
に
は
若
干

問
題
が
あ
る
。

ゆ
生
産
費
計
算
(
生
産
費
お
よ
び
所
得
補
償
方
式
)
に
よ
る
時
期
(
三
五
年
以
降
)
。
こ
の
方
法
は
、
平
均
生
産
費
を
基
準
と
し
た
反
当
り
生
産

費
の
う
ち
、
家
族
労
働
の
評
価
を
製
造
工
業
の
平
均
賃
銀
で
行
い
、
さ
ら
に
資
本
利
子
や
地
代
で
評
価
替
え
し
た
反
当
生
産
費
を
平
均
反
収
か
ら

標
準
偏
差
を
差
引
い
た
下
限
の
農
家
反
収
で
除
し
て
、
価
格
水
準
を
算
出
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
目
標
は
、
生
産
に
要
し
た
物
財
費
用
を
カ
バ

ー
す
る
と
と
も
に
、
家
族
労
働
に
製
造
工
業
賃
銀
な
み
の
報
酬
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
米
生
産
者
に
都
市
な
み
の
所
得
を
確
保
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
算
定
方
式
と
し
て
は
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
毎
年
訂
正
が
行
わ
れ
て
い

る。

そ
こ
で
次
に
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
パ
リ
テ
ィ
計
算
と
は
比
率
(
均
衡
)

計
算
の
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
戦
前
の
諸
物
価
を
一

O
Oと
し
、
現
在
そ
れ
が
何
倍
か
を
調
べ
、
こ
の
倍
率
に
よ
っ
て
米
価
を
き
め
る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
テ
ィ

米
価
が
採
用
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
二
年
十
月
二
二
日
の
閣
議
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
二
二
年
六
月
、
麦
、
馬
鈴
薯
に
採
用
さ
れ
た
。

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
と
経
済
激
変
の
中
で
こ
の
方
向
が

G
H
Q
の
構
想
と
し
て
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
方
式
そ
の
も
の
は

一
九
二

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
農
業
恐
慌
時
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
る
米
価
の
算
定
は
、
基
準
年
次
を
昭
和
九

t十
一
年
の
コ
ア
ヶ
年
平
均
に
と
り
、
同
年
の
米
価
石
当
り
二

七
・
二
ハ
円
に
、
比
較
時
の
パ
リ
テ
ィ
指
数
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

五



日
本
資
本
主
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の
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問
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そ
の
算
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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ル
ー
ト
内
第
一
式
(
ラ
ス
パ
イ
レ

E
8
3
5
の
式
)
は
基
準
年
次
の
単
価
に
基
準
年
次
の
購
入
数
量
を
乗
じ
た
も
の
を

も
っ
て
、
現
在
の
支
払
単
価
に
基
準
年
次
の
購
入
数
量
を
乗
じ
た
も
の
を
除
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
え
ら
れ
た
ラ
ス
パ

イ
レ
の
指
数
は
指
数
変
化
の
上
限
を
一
部
す
こ
と
が
出
来
る
。

ル
ー
ト
内
第
二
式
会
l

シ
ェ
司

E
2
E
の
式
)
は
基
準
年

次
の
単
価
に
現
在
の
購
入
数
量
を
乗
じ
た
も
の
を
も
っ
て
、
現
在
の
単
価
に
現
在
の
購
入
数
量
を
乗
じ
た
も
の
を
除
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
え
ら
れ
た
パ

l
シ
ェ
の
指
数
は
指
数
変
化
の
下
限
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
第
一
式

と
第
二
式
を
綜
合
し
、

フ
イ
ヅ
シ
ヤ

1

2印
何
回
買
の
理
想
指
数
を
算
出
す
る
た
め
、

第
一
式
と
第
二
式
を
幾
何
平
均

(
相
乗
平
均
)
し
て
パ
リ
テ
ィ
指
数
を
算
出
す
る
。
す
な
わ
ち
、
上
掲
の
算
式
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
は
次
の
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。

(1) 

ま
ず
基
準
年
次
(
昭
和
九
i
十
一
年
)
で
あ
る
が
、
当
時
日
本
は
農
業
恐
慌
を
侵
略
戦
争
(
満
州
事
変
開
始
)

に
よ
っ
て
脱
出
し
た
ば

か
り
の
年
で
あ
り
、
当
時
の
農
民
は
、
高
額
現
物
小
作
料
と
借
金
の
た
め
、
自
分
は
雑
穀
を
食
い
な
が
ら
青
田
を
売
っ
て
生
活
し
て
い
た

一
般
に
工
業
労
働
者
の
労
賃
の
二
分
の
一
程
度
の
労
働
報
酬
だ
け
で
あ
っ
た
。

(2) 
状
態
で
あ
り
、
農
家
が
稲
作
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
方
式
で
は
各
商
品
の
基
準
時
と
比
較
時
と
の
「
商
品
の
同
一
性
」
が
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
の
補
正
が
、
パ

(3) 
リ
テ
ィ
計
算
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

基
準
年
次
と
戦
後
の
比
較
年
次
に
か
け
て
の
、
農
工
生
産
力
の
大
き
な
格
差
が
考
慮
に
い
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
格
差
を
考
膚

す
れ
ば
、
肥
料
そ
の
他
の
価
格
は
、
米
価
に
く
ら
べ
当
然
低
下
す
べ
き
で
あ
る
。

(4) 

政
府
の
計
算
で
は
、
農
家
必
需
品
は
す
べ
て
公
定
価
格
で
入
手
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
闇
で
の
入
手
商
品



の
方
が
多
い
。
肥
料
に
例
を
と
れ
ば
、
二
二
年
産
米
の
闇
肥
料
価
格
は
、
配
給
の
一
ニ

O
倍
以
上
で
、
し
か
も
配
給
肥
料
は
、
肥
料
費
全
体

の
三

O
M初
で
あ
っ
た
。

(5) 

農
家
が
必
需
品
を
ど
れ
だ
け
買
っ
た
か
を
き
め
る
基
礎
資
料
は
、

旧
帝
国
農
会
(
そ
の
後
農
業
会
)
と
農
林
省
で
調
査
す
る

「
島
氏

業
経
済
調
査
」
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
は
標
準
以
上
の
農
家

i
iた
と
え
ば
昭
和
十
八
年
の
回
答
農
家
の
七

O
%
は
一
町
以
上
の
耕
作
農

家
ー
ー
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
河
本
農
家
の
?
長
状
を
反
映
し
て
い
な
い
。

(6) 

バ
リ
テ
ィ
米
価
の
決
定
に
お
い
て
、
租
税
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
租
税
が
、
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
、
ぎ
た
点
が
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
な
い
。

日
長
第
二
田
中
央
委
員
会
は
、
米
価
の
決
定
方
式
を
批
判
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
米
価
を
め
ぐ
る
農
民
と
労
働
者
の
団
結
、

消
費
者
と
の
統
一
を
も
含
め
た
見
地
か
ら
、
米
価
斗
争
の
基
本
策
と
し
て
次
の
如
く
主
張
し
て
い
る
。

----， 

実
際
米
を
作
る
の
に
ド
レ
だ
け
か
与
っ
た
か
を
計
算
す
る
こ
と
、
こ
の
場
合
次
の
事
項
に
注
意
す
る
こ
と
。

(1) 

自
家
労
賃
は
都
会
の
労
働
者
の
要
求
す
る
最
低
賃
銀
に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る
こ
と
。

(2) 

小
生
産
者
と
し
て
平
均
利
潤
を
認
め
る
こ
と
。

(3) 

供
出
農
家
の
最
小
規
模
の
農
家
に
も
引
き
合
う
よ
う
に
基
準
を
と
る
こ
と
。

こ
の
計
算
を
基
礎
に
、
村
で
農
家
、
非
農
家
を
も
加
え
て
米
価
審
議
会
(
仮
称
)

な
ど
の
会
合
を
も
ち
幾
ら
の
米
価
が
適
当
か
を
話

し
合
う
事
。

さ
ら
に
こ
れ
を
去
に
郡
協
議
会
、
県
連
が
中
心
に
な
っ
て
他
の
農
民
団
体
と
共
に
、
労
働
組
合
の
代
表
、
民
主
的
市
民
組
織
の
代
表

な
ど
の
参
加
の
も
と
に
同
じ
方
法
で
適
当
な
米
価
を
き
め
る
。

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

七



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

T、

四

各
段
階
の
決
議
を
政
府
に
要
求
す
る
と
共
に
、
各
民
主
的
政
党
、
民
主
団
体
な
ど
に
こ
れ
が
決
定
の
実
現
の
た
め
に
斗
う
こ
と
そ
要

請
す
る
こ
と
。

五A

と
く
に
農
民
か
ら
三
千
五
百
円
で
買
上
げ
た
米
を
、
消
費
者
に
は
王
千
百
円
で
売
わ
た
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
差
額
は
消
費
者
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
消
費
者
価
格
の
う
ち
、
農
民
に
支
払
わ
れ
る
の
は
そ
の
七

O
%
で
あ
り
、
他
の
一
一
一

C
M
m
は
流
通
統
制
費
用
と
し

て
消
費
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
と
う
ぜ
ん
国
庫
負
担
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

ム

ノ¥

こ
の
運
動
過
程
で
パ
ソ
テ
ィ
計
算
の
パ
ク
ロ
と
現
在
米
価
が
き
め
ら
れ
る
し
く
み
を
明
ら
か
に
し
、
特
に
労
働
者
の
賃
銀
引
上
の
斗

争
は
米
価
引
上
の
要
求
と
矛
盾
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
利
害
の
一
致
し
て
い
る
点
を
宣
伝
す
る
こ
と
。

七

カ
ク
シ
田
を
明
る
み
に
出
し
、
土
地
の
農
民
管
理
の
下
に
供
出
の
民
主
化
斗
争
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
米
価
の
要
求

と
全
農
民
を
こ
の
斗
争
に
立
ち
上
ら
せ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
斗
争
と
供
出
の
民
主
化
斗
争
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
。

以
上
の
塞
本
的
な
米
価
値
上
げ
斗
争
を
す
L

め
る
と
と
も
に
、
特
に
本
年
度
米
価
に
対
し
て
は
日
農
と
し
て
地
域
差
を
考
慮
し
た
最
低

石
七
、

0
0
0円
を
政
府
に
対
し
て
要
求
す
る
」

(
民
科
農
業
部
会
一
編
『
日
本
農
業
年
報
』
第
四
集
六
二

t
一ニ頁
)
0

右
の
基
本
方
針
に
は
、
た
と
え
ば
カ
グ
シ
田
の
項
目
な
ど
の
よ
う
に
、
当
時
の
農
民
に
ほ
う
け
い
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
点
l
l
l
農
民
に

は
半
地
の
所
有
権
な
ど
い
ら
ぬ
、
耕
作
権
だ
け
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
そ
の
後
の
共
産
党
の
誤
り
の
萌
芽
形
態
!
ー
が
あ
る
と
は
い
え
、

c
ハ

リ
テ
ィ
米
価
批
判
と
し
て
は
正
し
く
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

パ
リ
テ
ィ
計
算
方
式
を
め
ぐ
る
問
題
点
は
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
た
め
、
米
価
改
定
時
に
は
、
安
本
、
農
林
、
物
価
庁
の
聞
に
意
見
の

相
違
が
あ
り
、
ま
た
農
民
も
米
伺
決
定
へ
の
参
加
を
強
く
要
求
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
昭
和
二
十
四
年
、
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
米

価
審
議
会
」
を
設
置
し
た

Q

し
か
し
、
他
の
多
く
の
審
議
会
と
同
様
に
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
機
関
は
、
そ
の
在
り
方



如
何
に
よ
っ
て
は
、
政
府
の
価
格
政
策
を
通
じ
て
行
な
う
階
級
支
配
を
合
理
化
す
る
機
関
と
な
る
可
能
性
は
十
一
一
分
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

ま
ず
、
政
府
の
天
下
り
任
命
に
よ
る
委
員
の
任
命
方
法
や
決
議
機
関
で
は
な
く
、
そ
の
決
定
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
政
府
の
決
定
が
行
わ
れ

る
単
な
る
諮
問
機
関
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
の
心
配
で
あ
っ
た
。
こ
の
心
配
は
、
審
議
会
答
申
が
二
十
四
年
度
産
米
、
生
産
者
価
格
四
千

七
百
円
と
し
た
事
実
の
な
か
に
共
体
的
な
姿
な
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
四
、
七

O
O円
米
価
が
農
民
の
要
求
を
は
る
か
に
ド
姐
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
日
農
統
一
派
が
中
心
と
な
っ
た
農
業
危
機
突
破
農
民
大
会
の
石
当
り
七
千
円
以
上
の
米
価
要
求
や
十
の
主
要

な
農
業
団
体
の
共
同
主
催
に
よ
る
農
民
大
会
決
議
の
石
当
り
五
千
七
百
円
を
は
る
か
に
下
回
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
米
価
審
議
会
委
員
の

手
も
と
に
よ
せ
ら
れ
た
農
民
か
ら
の
要
求
米
価
に
は
、
四
千
円
台
は
「
一
週
と
し
て
な
か
っ
た
」

(
向
上
六
五
頁
)
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
審
議
会
の
一
果
す
役
割
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
こ
で
の
討
議
を
ど
の
方
向
に
発
展
さ
せ
る
か
、
に
つ
い
て

事
務
局
長
大
森
真
一
郎

氏
は
「
審
議
会
は
:
:
:
問
題
点
を
も
っ
て
い
る
が
、
今
日
ま
で
、
政
府
の
一
方
的
価
格
政
策
を
是
正
し
、
米
価
運
動
の
く
さ
び
と
し
て
果

は
種
々
論
議
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

同
審
議
会
に
農
民
代
表
、
と
し
て
参
加
し
た
当
時
の
日
農
(
主
体
性
派
)

し
て
き
た
役
割
は
決
し
て
こ
れ
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」

(
円
米
価
政
策
史
』
一
一
九
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
民

主
主
義
科
学
者
協
会
の
農
業
部
会
は
、

1 

審
議
会
は
生
産
者
代
表
と
消
費
者
代
表
の
対
立
に
終
始
し
、
両
者
の
利
益
は
絶
対
に
対
立
す
る
と
い
う
大
前
提
の
も
と
に
審
議
が
行

わ
れ
た
。
だ
か
ら
生
産
者
と
消
費
者
の
利
益
を
と
も
に
守
る
立
場
の
委
員
を
政
府
は
許
さ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
消
費
者
委
員
と
し
て
の

労
組
代
表
と
し
て
は
、
国
鉄
労
働
組
合
長
加
要
、
炭
労
武
藤
武
雄
、
総
間
関
山
花
秀
雄
の
民
間
系
の
み
を
選
び
、
ま
た
国
会
議
員
代
表
の

任
命
に
つ
い
て
も
議
員
数
に
比
例
せ
よ
と
の
主
張
を
無
視
し
て
、
共
産
、
労
農
両
党
の
参
加
を
拒
否
し
た
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

2 

こ
の
対
立
を
前
提
に
し
た
た
め
、
次
の
審
議
経
過
を
た
ど
っ
た
。
二
三
年
産
米
価
(
第
二
次
米
価
)
は
生
産
者
価
格
は
石
当
り
一
二
、
八

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

九



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

。

七
O
円
、
消
費
者
価
格
は
右
当
り
五
、
八
三
二
円
(
玄
米
)
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
中
間
経
費
な
る
も
の
は
玄
米
に
し
て
一
、

六
五

O

円
と
な
る
。
対
立
を
絶
対
的
前
提
に
す
れ
ば
問
題
は
中
同
経
巽
を
ど
う
す
る
か
に
の
み
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
審
議
の
焦
点

は
こ
こ
に
置
か
れ
た
。
か
く
し
て
中
間
経
費
一
、
六
五

O
円
を
千
円
以
内
に
す
る
と
い
う
妥
協
と
な
っ
た
。

3 

回
、
七

Q
O円
は
生
産
費
を
償
わ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
回
、
七

O
O
Hは
、
何
ら
具
体
的
基
健
を
も
た
や
す
、
農
業
団
体
促
出

資
料
五
、
九
九
一
二
円
、
農
林
省
提
出
資
料
四
、
六

0
0円
、
物
価
庁
提
出
資
料
四
、
二

O
O円
を
適
当
に
妥
協
さ
せ
て
四
、
七

C
O円
と

し
た

Q

4 

こ
の
答
申
は
金
一
人
品
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
審
議
会
で
客
観
的
に
確
認
さ
れ
た
。
佐
々
木
鹿
歳
一
委
員
(
民
、
一
土
・
参
議
)
は
「
中
間

費

一
、
六
五

O
円
を
千
円
に
す
る
こ
と
は
絶
対
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
削
減
す
る
と
せ
ば
、
国
庫
は
三
百
億
円
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
ド
ツ
ジ
・

0

フ
ラ
ン
の
下
で
は
こ
れ
は
希
ま
れ
な
い
。
臨
席
の
農
林
大
臣
や
物
価
庁
長
官
に
可
能
性
い
か
ん
を
質
問
す
る

こ
と
は
敢
て
き
し
控
え
る
。
回
答
で
き
な
い
か
不
可
能
と
回
答
す
る
だ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
実
現
不
可
能
を
確

認
の
上
で
賛
成
す
る
ー
一
と
の
べ
た
の
に
対
し
、
乙
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
の
べ
る
も
の
は
一
人
も
な
か
っ
た
。

5 

し
か
も
、
実
現
不
可
能
な
、
な
ん
ら
根
拠
の
な
い
答
申
案
に
た
い
し
、
し
つ
よ
う
に
満
場
一
致
の
可
決
を
要
求
し
、
た
だ
一
人
の
反

対
者
八
政
府
が
し
ぶ
し
ぶ
み
と
め
た
日
風
間
統
一
派
の
小
原
嘉
委
員
)
を
黙
殺
し
、

ラ
ジ
オ
は
「
満
場
一
致
し
と
放
送
し
た
。

6 

米
価
審
議
会
を
?
う
じ
て
右
翼
社
会
民
主
主
義
者
(
労
働
組
合
に
お
け
る
民
間
、
農
民
組
合
に
お
け
る
主
体
性
派
)
は
悪
質
な
掬
用
ぶ
り
を

一
ぶ
し
た
。

等
の
語
点
を
あ
げ
、
米
価
事
議
会
設
置
の
政
府
の
企
図
は
、
島
民
民
の
「
米
価
決
定
へ
の
参
加
」
ど
い
う
要
求
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
不
満
の
緩
和
を
は
か
る
と
と
も
に
、
低
米
個
の
答
申
に
導
く
よ
う
に
委
員
を
一
方
的
に
天
下
り
に
決
定
し
、

「
農
民
も
参
加
し



て
決
定
し
た
」
と
い
う
権
威
を
か
さ
に
、

(
『
日
本
農
業
年
報
』
第
四
集

ハ
六
頁
以
下
参
照
)
と
の
べ
て
い
る
。

「
生
産
費
を
償
う
米
価
」
の
要
求
を
お
さ
え
つ
け
る
武
器
に
審
議
会
を
利
用
し
た
点
に
あ
る
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
パ
リ
テ
ィ
米
価
は
、
ご
ま
か
し
の
き
く
一
部
の
上
層
農
家
を
の
ぞ
く
大
部
分
の
農
民
に
対
し
て
は
、
所
得

は
も
ち
ろ
ん
、
生
産
費
も
十
分
に
つ
ぐ
な
い
え
な
い
低
米
価
、
一
ニ
割
農
政
米
価
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
戦
後
の
一
時
的
小
康
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日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

状
態
も
つ
か
の
間
、
政
府
の
食
糧
統
制
、
強
権
供
出
、
侭
米
麦
価
政
策
の
下
で
、
農
地

改
革
の
結
果
と
し
て
の
地
主
の
現
物
高
額
小
作
料
搾
取
か
ら
解
放
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
経
営
と
生
活
の
安
定
を
う
る
こ
と
が
出
来
ず
、
さ
ら
に
税
金
攻
勢
に
さ
ら

さ
れ
た
農
民
は
、
食
糧
の
国
師
格
に
よ
る
闇
収
入
や
兼
業
収
入
で
そ
の
生
活
と
生
産
を

維
持
せ
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
戦
後
第
一
期
の
存
年
度
米
価
の
変
遷
は
次
の
如
く
で
あ
る
c

ま
た
今
期
の
基
本

米
価
と
各
種
奨
励
金
各
種
奨
励
金
回
口
は
集
計
時
期
に
上
っ
て
異
な
る
た
め
、
種
々
の

資
料
の
数
字
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
な
い
回
目
の
一
覧
表
は
上
の
如
く
で
あ
る
。

昭
和
二

0
年
度
理
米
。
三
回
に
わ
た
り
改
定
。
第
一
次
価
格
は
前
年
同
様
パ
ル
グ
・

ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る
生
産
費
計
算
方
式
|
|
農
林
省
調
杢
の
米
生
産
費
調
査
を
基
礎
に

し
て
七
五
Mm
パ
ル
グ
・
ラ
イ
ン
の
生
産
費
か
ら
各
項
目
ご
と
に
価
格
ス
ラ
イ
ド
し
て
決

定
す
る
方
法
、

つ
ま
り
調
査
対
象
農
家
の
七
五
%
が
こ
の
生
産
費
以
下
を
支
出
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
ー
ー
に
よ
り
、
生
産
者
価
格
は
九
二
円
五

O
銭
、
地
主
価
格
は
五



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

五
円
、
消
費
者
価
格
七
五
円
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
十
月
末
に
同
年
産
米
の
凶
作
が
明
ら
か
と
な
り
、
十
一
月
十
七
日
に
第
二
次
の
生

産
者
価
格
石
当
り
一
五

O
円
、
消
費
者
価
格
七
五
円
、
地
主
価
格
五
五
円
が
決
定
、
さ
ら
に
翌
二
一
年
一
二
月
、
第
三
次
価
格
改
定
が
緊
急

物
価
対
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
新
物
価
体
系
に
合
わ
せ
て
、
生
産
者
価
格
三

O
O円
、
消
費
者
価
格
(
標
準
売
渡
価
格
)
二
五

O
円
と

な
っ
た
。
こ
の
二
重
価
格
制
の
基
礎
上
で
政
府
は
、
大
都
市
労
働
者
世
帯
(
五
人
家
族
)
の
標
準
生
計
費
を
五
二
六
円

O
二
銭
と
し
、
こ
れ

ー
を
基
準
に
、

一
日
八
時
間
、

一
ヶ
月
二
五
日
の
稼
動
日
数
を
基
礎
に
し
て
、
全
国
男
女
平
均
一
ヶ
月
二
八
八
円
二
五
銭
の
標
準
賃
銀
を
算

出
し
た
。

昭
和
二
一
年
度
産
米
。
二
一
年
度
産
米
も
、
基
本
的
に
は
前
年
同
様
新
物
価
体
系
に
対
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

政
府
は
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
、
食
糧
事
情
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
十
月
に
価
格
改
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
は
じ
め
生

産
者
価
格
六

O
O円
、
消
費
者
価
格
四
五

O
円
の
線
で

G
H
Q
と
交
渉
し
た
が
、
結
局
は
十
月
二
二
日
、
生
産
者
価
格
五
五

O
円
、
消
費

者
価
格
四
五

O
円
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
算
定
方
式
は
、
基
準
米
価
二
八
・
四
八
円
に
農
家
購
入
生
活
物
資
二
一
品
目
、
経
営
用
物

資
一
一
品
目
の
ウ
ェ
イ
ト
附
き
綜
合
パ
リ
テ
ィ
指
数
一
九
・
六
六
を
乗
じ
て
五
五
八
円
を
算
出
、
こ
の
端
数
を
切
り
す
て
て
五
五

O
円
と

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
売
渡
し
価
格
は
四
五

O
円
で
あ
る
。

右
の
五

O
O円
米
価
に
対
し
、
当
時
の
農
民
は
ど
の
よ
う
な
米
価
要
求
を
行
っ
て
い
た
か
。

全
国
農
薬
会
の
『
農
業
情
報
』

(
二
二
・
二
・
三
五
、
第
一
号
)

は
全
国
調
査
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

「
農
民
は
米
価

石
当
り
ど
の
位
を
希
望
し
て
い
る
か
。
回
答
数
回
六
三
の
内
『
一
、

0
0
0円
』
が
最
も
多
く
九
九
名
で
一
二
・
四
%
、
こ
れ
に
次
い
で

『
一
、
二

O
O円
』
の
九
六
名
、
二

0
・
七
%
、

『
一
、
五

O
O円
』
の
九
三
名
、
二

0
・
一
%
、

『二、

0
0
0円
』
の
三
八
名
、
八

-
二
%
、

『
二
、
五

C
C円
』
の
二
六
名
、
五
・
六
%
等
の
順
と
な
っ
て
い
る
」
。

ま
た
、
二
一
年
一
二
月
一
七
日
熊
本
農
民
連
盟
主
催



の
県
農
民
大
会
(
県
下
農
民
込
合
員
約
二
、

0
0
0名
が
参
加
)
の
決
議
で
も
、

「
米
価
を
最
低
石
一
、
二

O
O円
に
引
上
げ
ろ
、
雑
穀
の
価

格
も
引
上
げ
ろ
、
代
価
を
即
時
支
払
へ
」
と
要
求
し
て
い
る
(
『
農
地
改
革
情
報
い
二
一

-
一
二
・
二
五
、
全
国
農
業
会
)
。

こ
れ
ら
の
情
報
か

ら
も
当
時
農
民
は
一
、

0
0
0円
以
上
の
米
価
を
蚕
求
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
大
森
『
米
価
政
策
吏
』
一

O
九
瓦
参
照
)
。

昭
和
二
二
年
度
産
米
。
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
り
、
決
定
。
す
な
わ
ち
農
家
購
入
七
一
品
目
(
家
計
用
品
五

O
、
農
業
経
営
用
品
二
一
)
を

選
び
、
そ
の
昭
和
九
年
か
ら
十
一
年
の
平
均
価
格
か
ら
、
米
に
つ
い
て
の
比
較
数
字
六
二
・
五
五
を
算
出
、
こ
れ
を
同
じ
く
当
時
の
基
準

米
価
(
深
川
米
市
場
の
平
均
相
場
二
八
・
九
一
円
か
ら
、
五
%
の
運
賃
・
諸
掛
り
と
、
包
装
代
一
ニ
O
銭
を
差
引
い
た
石
当
り
米
価
二
七
・
二
ハ
円
)
で
乗

じ
て
次
の
如
く
決
定
し
た
。
玄
米
(
一
ニ
等
)
生
産
在
価
格
一
、
七
つ

O
円
、
包
装
代
石
当
り
平
均
五

O
円
、
な
お
翌
二
三
年
二
月
ま
で
に
供

出
完
了
し
た
も
の
に
は
石
当
り
五

O
円
の
特
別
報
奨
金
を
交
付
し
た
。
ま
た
売
渡
価
格
も
一
、
七
五

O
円
(
俵
代
こ
ろ
と
決
定
を
み
た
。

昭
和
二
三
年
度
産
米
。
前
年
度
同
様
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
っ
た
が
、
農
家
購
入
品
を
二
八
項
目
、
七
四
品
目
と
し
、
ウ
ェ
イ
ト
を
改
正

し
て
、
パ
リ
テ
ィ
指
数
一
一
二
二
・
二
九
を
決
定
、
石
当
り
一
一
一
、

五
九
五
円
の
基
本
価
格

(
別
に
包
装
費
平
均
八
七
円
五
O
銭
)
を
き
め
た
。

ま
た
こ
の
期
の
産
米
価
格
の
決
定
に
は
、
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
の
結
果
、
米
価
の
追
加
払
(
パ
ッ
ク
・
ベ
イ
)
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
米
価
の
一
年
間
の
固
定
に
対
し
、
農
家
の
購
入
品
値
上
り
に
よ
る
損
失
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
十
月
一
日
決
定
の
第
一
次
米
価
に
よ

る
農
家
へ
の
支
払
後
、
翌
年
七
月
、
最
終
米
価
決
定
に
よ
り
、
第
一
次
米
価
と
そ
の
差
額
を
追
加
払
い
す
る
、
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ

の
代
金
五
一
円
を
加
え
る
と
、
二
三
年
度
の
基
本
米
価
ば
コ
一
、
六
四
六
円
で
あ
る
。
な
お
こ
の
方
法
は
、
二
二
年
度
産
米
に
も
適
用
す
る

こ
と
と
な
り
、
二
三
年
七
月
二
七
日
に
そ
の
最
終
価
格
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
の
一
カ
年
間

の
平
均
農
業
パ
リ
テ
ィ
指
数
は
六
回
・
六

O
で
あ
り
、
昭
和
二
二
年
の
米
価
決
定
時
に
採
用
し
た
農
業
バ
リ
テ
ィ
指
数
は
六
二
・
五
五
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
差
違
は
二
・

O
主
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
準
年
次
の
米
側
二
七
円
一
六
銭
に
束
、
ず
る
と
五
五
円
六
七
銭
に
な
る
。
そ
の
端

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

四

数
を
切
上
げ
た
五
六
円
が
、
石
当
り
の
追
加
払
金
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
度
の
追
加
払
金
の
総
額
は
、
供
出
米
数
量
が
二
、
八
九

五
万
石
で
あ
る
か
ら
、

一
六
億
二
、

一二

O
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
従
来
の
事
後
割
当
制
を
改
め
、
事
前
供
出
制
が
と
ら
れ
、
こ

の
た
め
の
超
過
供
出
特
別
買
入
価
格
が
問
題
と
な
っ
た
。

昭
和
一
一
四
年
度
産
米
。

農
地
改
革
の
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
の
年
の
米
価
斗
争
は
一
段
と
昂
揚
し
、

農
民
は
、

官
僚
の
一
方
的
な
割
当
て

に
よ
る
強
権
供
出
と
米
価
決
定
に
た
い
し
、
激
し
い
不
満
を
表
明
し
、
米
価
は
、
農
民
代
表
、
消
費
者
代
表
を
加
え
た
国
民
大
衆
の
要
求

を
き
い
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
気
運
が
た
か
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
「
米
価
審
議
会
」
が
二
四
年
度
産
米
価
格
の
決
定
を
前
に
し
て
設

置
さ
れ
、
こ
こ
に
、
農
民
の
要
求
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
二
四
年
度
産
米
に
た
い
す
る
米
価
審
議
会

の
答
申
は
石
当
り
四
、
七

O
O円
に
と
ど
ま
り
、
種
々
の
論
議
を
経
た
の
ち
、
政
府
は
玄
米
合
一
等
)
石
当
り
四
、
三
回
八
円
(
包
装
代
一

O
九
円
は
別
、
パ
ッ
ク
・
。
へ
イ
代
金
九
八
円
を
ふ
く
む
)
と
決
定
さ
れ
た
。

算
定
方
式
は
前
年
と
同
様
、

パ
リ
テ
ィ
指
数
は
一
五
六
・
四
三
で

あ
っ
た
。

戦
後
第
二
期

食
糧
事
情
の
好
転
に
と
も
な
う
日
本
農
政
の
転
換
準
備
期

(
朝
鮮
戦
争

t
昭
和
二
九
年
)

こ
の
期
の
重
要
事
項
と
し
て
は
、
ま
ず
、
二
六
年
に
占
領
政
策
の
総
仕
上
げ
と
し
て
単
独
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
年
に

日
本
の
鉱
工
業
生
産
が
は
じ
め
て
戦
前
水
準
を
突
破
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
、
二
八
年
に
は
世
界
的
食
糧
過
剰
化
傾
向
の
な
か
で
、

乱f
s 

A
受
入
れ
体
制
が
着
々
と
整
備
さ
れ
、

M
S
A
小
麦
の
売
込
み
が
強
制
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
日
本
市
場
獲
得
な
ら

び
に
国
内
独
占
資
本
の
合
理
化
攻
勢
が
積
極
化
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
政
府
の
食
糧
増
産
政
策
や
補
助
金
政



策
が
一
応
の
成
果
を
収
め
、
こ
れ
を
機
会
に
、
従
来
の
基
本
的
に
は
食
糧
の
増
産
と
自
給
を
目
指
し
て
い
た
農
政
が
、
外
国
食
糧
依
存
の

方
向
へ
と
転
換
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
日
本
農
政
上
の
重
大
な
転
換
期
を
、
こ
の
期
の
お
わ
り
に
迎
え
る
に
い
た
っ
た
こ
と
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
期
に
は
い
る
や
、
朝
鮮
戦
争
と
特
需
ブ

l
ム
に
よ
る
日
本
資
本
主
義
の
「
回
復
と
復
興
」
、

資
本
家
の
失
地
回
復
は
目
覚

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
二
五
年
二
月
の
日
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
の
締
結
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
米
ソ
の
対
立
は
緊

張
の
度
を
加
え
、
六
月
の
共
産
党
幹
部
の
公
職
追
放
に
続
い
て
同
年
六
月
二
五
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
、
金
づ
ま
り
と
恐
慌
の
深
化
に
直

面
し
て
い
た
日
本
経
済
は
、
こ
こ
に
「
朝
鮮
ブ

l
ム
」
を
迎
え
、
そ
の
様
相
を
激
変
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
下
で
、

千
億
円
か
ら
一
千
五
百
億
円
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
た
膨
大
な
滞
貨
は
、
特
需
|
|
十
二
月
に
は
一
億
五
千
万
ド
ル
に
た
っ
し
、
開
戦
後
一

カ
年
間
で
特
需
契
約
は
三
億
三
八
二
ハ
万
ド
ル
に
た
つ
し
た

l
iや
輸
出
増
に
よ
り
一
挙
に
解
消
し
、
東
京
市
場
の
株
価
指
数
は
、
開
戦

か
ら
二
六
年
三
月
ま
で
に
約
五
割
弱
の
上
昇
を
み
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
特
需
と
は
、

ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
ま
で
日
本
政
府
を
通
し
て
日
本

の
国
家
予
算
の
終
戦
処
理
費
で
物
資
を
調
達
し
て
い
た
の
と
は
別
に
、

ア
メ
リ
カ
自
身
の
負
担
で
、

日
本
に
、
日
本
の
政
府
を
通
さ
ず
、

戦
争
に
必
要
な
物
資
や
サ
I
ヴ
ィ
ス
を
調
達
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
需
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
在
庫
品
の
調
達
に
始
ま
り
、
戦
車

な
ど
の
兵
器
修
理
、
比
較
的
簡
単
な
砲
や
砲
弾
な
ど
の
完
成
兵
器
の
大
量
発
注
(
ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
た
い
す
る
兵
器
製
造
の
正
式
許
可
は
二
七

年
三
月
で
あ
る
)
、

さ
ら
に
綿
布
や
土
嚢
用
麻
袋
か
ら
建
築
用
鋼
材
、

ト
ラ
ッ
ク
、

タ
ン
ク
、
迫
撃
砲
な
ど
の
、
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
。
朝

鮮
戦
争
は
当
然
ド
ヅ
ジ
・
ラ
イ
ン
を
中
断
し
た
。
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
は
、
大
衆
の
重
税
、
中
小
企
業
へ
の
税
収
奪
と
金
融
難
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
日
銀
券
の
収
縮
と
物
価
下
落
を
招
来
し
、

一
応
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
失

業
者
の
激
増
、

中
小
企
業
の
倒
産
等
の
深
刻
な
不
況
を
も
意
味
し
て
い
た
か
ら
、

朝
鮮
戦
争
は
ま
さ
に
、

経
済
界
へ
の

「
神
風
」
で
あ

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

二
五



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

ー
ムノ、

り
、
こ
の
た
め
鉱
工
業
生
産
は
、
二
六
年
に
戦
後
始
め
て
戦
前
水
準
を
三
、
四
割
突
破
し
、
そ
の
後
の
日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
基
礎
を

準
備
し
た
。

だ
が
、
こ
の
特
需
ブ
I
ム
も
、
二
五
年
末
の
三
八
度
線
の
穆
着
状
態
、
二
六
年
四
月
の
マ
ツ
カ
l

サ
i
罷
免
、
七
月
の
休
戦
会
談
を
へ

て
よ
う
や
く
減
少
に
転
じ
た
。
そ
し
て
特
需
ブ
I
ム
の
終
結
は
、
再
び
日
本
経
済
の
「
自
立
」
を
緊
急
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

こ
に
占
領
政
策
の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
講
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約
(
旧
安
保
)
l
l
二
六
年
九
月
八
日
両
条
約
調
印
1

1
ー
に
よ
る

事
実
上
の
単
独
講
和
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
が
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
ブ

l
ム
の
短
期
間
の
解
消
の
あ
と
、
景
気
は
下
降
し
、
日
本
の
独
占
資
本
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
り
急
激
に
資
本
を
蓄
積
し
た
と
は

い
え
、
物
価
高
そ
の
他
に
よ
る
国
際
競
争
上
の
不
利
を
か
か
え
、
先
ゆ
き
の
不
安
に
直
面
し
た
。
講
和
条
約
に
よ
り
予
算
編
成
の
自
主
性

を
と
り
も
ど
し
た
日
本
政
府
は
、
そ
こ
で
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
開
始
以
来
の
財
政
収
支
の
総
合
的
均
衡
方
針
を
放
棄
し
積
極
予
算
を
組
む
と

と
も
に
、

ソ
連
、
中
固
な
ど
の
社
会
主
義
国
と
の
経
済
交
流
に
も
打
開
の
気
運
を
も
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
国
際
的
に
は
二
八
年
一
月
の

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

i
政
権
の
登
場
や
三
月
の
ス
タ
ー
リ
ン
首
相
の
死
去
な
ど
が
あ
り
、

ア
メ

F
カ
の
「
巻
返
し
政
策
」
、
が
積
極
化
す
る
と
と

も
に
、
国
内
的
に
は
日
本
の
政
局
も
不
安
定
の
ま
ま
、
第
四
次
吉
田
内
閣
は
三
月
に
解
散
、
総
選
挙
で
過
半
数
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
改
進
党
の
援
助
の
も
と
に

M
S
A
受
入
れ
体
制
を
着
々
と
整
備
l
l
t自
衛
力
漸
増
、
内
灘
等
各
地
の
軍
事
基
地
設
置
|
|
ー
す
る
と
と

も
に
ス
ト
規
制
法
の
成
立
(
二
八
年
八
月
三
独
禁
法
改
正
(
二
十
八
九
月
)
な
ど
を
は
じ
め
と
し
、
独
占
資
本
の
合
理
化
攻
勢
を
強
め
て
き

た
。
そ
し
て
、
二
八
年
の
ゆ
き
す
ぎ
た
イ
ン
フ
レ
傾
向
の
是
正
と
い
う
口
実
の
も
と
に
、
こ
の
年
の
九
月
か
ら
翌
年
秋
に
か
け
て
、
再
び
、

金
融
引
締
め
、
デ
フ
レ
政
策
が
と
ら
れ
、
繊
維
商
社
の
倒
産
を
始
め
、
石
炭
業
、
造
船
業
な
ど
が
窮
地
に
陥
り
、
失
業
者
は
続
出
し
、
農

民
に
た
い
す
る
資
本
の
攻
勢
も
、
経
済
同
友
会
、
経
団
連
、
日
経
連
等
の
資
本
家
団
体
に
よ
る
公
然
た
る
生
産
者
価
格
の
引
き
下
げ
要
求



と
い
う
鮮
明
な
形
を
と
っ
た
。

終
戦
直
後
に
お
け
る
農
民
の
関
心
は
、
第
一
に
土
地
改
革
に
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
期
に
入
る
や
、
ま
だ
政
府
の
農
地
改
革
緩
和
策
に

対
す
る
反
対
運
動
1

1

二
五
年
二
月
九
日
、
日
農
、
全
農
、
農
青
連
そ
の
他
十
八
団
体
参
加
の
も
と
で
、

「
農
地
改
革
打
切
反
対
全
国
農

民
大
会
し
が
東
京
で
聞
か
れ
た
1

1

ー
は
続
け
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
農
民
の
主
要
な
関
心
は
低
米
価
と
重
税
に
移
り
、
と
く
に
低
米
価

の
た
め
の
パ
ヅ
ク
・
ぺ
イ
や
特
別
加
算
金
制
度
の
廃
止
、
食
糧
管
理
制
度
に
よ
る
主
食
の
統
制
撤
廃
問
題
、
さ
ら
に
は
食
糧
の
白
給
体
制

を
確
立
す
べ
き
か
、
ま
た
は
安
い
外
国
食
糧
の
輸
入
を
第
一
と
し
、
米
麦
中
心
の
日
本
農
業
の
「
体
質
改
善
」
を
は
か
る
べ
き
か
、
と
の

政
策
上
の
問
題
が
、
当
面
の
重
要
な
関
心
事
項
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
日
米
経
済

協
力
の
基
本
路
線
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
の
反
共
前
線
基
地
と
し
て
の
日
本
の
軍
事
的
役
割

は
再
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
講
和
後
の
日
本
経
済
の
い
わ
ゆ
る
「
自
立
」
は
、
何
よ
り
も
日
米
両
国
の
独
占
資
本
に
と
っ
て

の
必
要
事
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
、
超
均
衡
財
政
と
資
本
蓄
積
を
前
提
と
し
、
国
際
価
格
水
準
を
上
廻
る
物
資
の
多
い
日
本
の

価
格
を
国
際
水
準
以
下
に
引
下
げ
、
あ
く
ま
で
も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ

l
ス
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
建
を
は
か
る
た
め
に
は
、
商
品
価
格
決

定
の
主
要
因
で
あ
る
賃
銀
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
是
非
と
も
農
産
物
価
格
を
低
く
押
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
要
請
の
も
と
に
、
昭
和
二
六
年
六
月
十
二
日
、

マ
ー
カ
ッ
ト
経
済
科
学
局
長
の
吉
田
首
相
宛
書
簡
で
、
二
二
年
度
産
米
か
ら

実
施
を
み
た
バ
ッ
グ
・
。
へ
イ
制
度
や
、
二
五
年
度
産
米
か
ら
の
特
別
加
算
金
制
度
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
側
は
一
方
的
に
廃
止
要
求
を
っ
き

つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
国
の
農
民
も
一
斉
に
奮
起
し
、
六
月
二

O
日
神
田
教
育
会
館
で
、
農
業
農
民
団
体
主
催
「
米
麦
追
加

払
確
保
全
国
農
民
大
会
」
が
聞
か
れ
、
そ
の
後
連
日
陣
情
運
動
が
繰
返
さ
れ
て
、

つ
い
に
マ

1
カ
ヅ
ト
第
一
次
書
翰
の
線
を
崩
し
、
パ
ッ

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

v七



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

八

グ
-
ベ
イ
宏
完
全
に
確
保
(
総
額
二
二
二
億
円
)
す
る
と
と
も
に
、
特
別
加
算
額
に
つ
い
て
も
、
五
%
(
約
一

O
O億
円
)
だ
け
で
は
あ
る

が
、
そ
の
確
保
に
成
功
し
た
。

次
に
食
管
制
下
の
主
食
の
統
制
撤
廃
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
二
五
年
三
月
七
日
、
当
時
の
森
穫
相
は

G
狂

Q
天
然
資
源
局
ウ

ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
農
業
生
産
課
長
を
訪
ね
た
際
、

「
食
糧
事
情
の
好
転
に
と
も
な
い
、
現
行
の
食
糧
管
理
制
慢
を
米
麦
中
心
に
切
#
行
え
る
と

同
時
に
供
出
制
度
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
」
と
り
志
向
を
受
け
た
。
当
時
日
本
農
業
は
、
昭
和
二
五
年
に
な
る
と
、
そ
の
生
産
量
で
、
ほ

ぼ
戦
前
水
準
を
回
復
し
、
諸
外
国
の
農
業
生
産
力
も
ま
た
戦
前
水
準
を
上
ま
わ
り
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
支
の
過
剰
化
が
問
題
と
な

っ
て
き
た
。
日
本
国
内
で
も
白
山
価
格
の
低
落
と
配
給
辞
退
に
よ
り
、
米
交
の
一
統
制
撤
廃
や
麦
価
の
引
下
げ
問
題
が
政
府
与
党
側
か
ら
拍

頭
し
て
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
発
言
は
、
愉
入
食
糧
の
増
大
に
と
も
な
い
国
内
食
肥
料
の
生
産
・
集
荷
方
式
の

全
面
的
な
改
正
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
よ
る
単
一
為
替
レ

I
ト
の
設
定
と

と
も
に
、
農
産
物
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
税
制
を
は
ず
す
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、
数
次
の
会
合
の
末
、
二
五
年
三
月
一
一
一
ニ

日
、
自
由
党
と
農
林
省
、
経
済
安
定
本
部
の
三
者
連
絡
会
議
を
湯
河
原
で
聞
き
、
麦
と
雑
穀
は
本
年
度
か
ら
供
出
完
了
後
統
制
を
撤
廃
し

て
自
由
販
売
制
に
移
行
す
る
こ
と
が
}
主
円
と
す
る
次
の
決
定
を
発
表
し
た
。

川
基
本
方
針

的
農
家
の
経
営
安
定
と
農
村
の
一
振
興
を
は
か
り
、
園
内
産
食
糧
の
自
給
度
を
向
上
す
る
た
め
、
生
産
増
強
な
ら
び
に
農
村

保
議
政
策
を
実
施
す
る
o
M
W
主
要
食
腕
に
つ
い
て
は
、
現
行
食
管
特
別
会
計
に
よ
り
、
内
外
食
糧
の
需
給
操
作
を
行
い
、
生
産
者
な
ら

び
に
消
費
者
に
対
し
て
価
格
安
定
政
策
を
確
立
す
る
。

凶
経
過
措
置

的
二
五
年
産
麦
に
つ
い
て
は
供
出
完
了
後
の
自
由
販
売
制
を
用
い
う
る
。
帥
ニ
五
年
産
米
に
つ
い
て
は
超
過
供
出
、
奨
励

金
制
度
と
供
出
後
の
自
由
販
売
制
度
の
利
害
得
失
に
関
し
、
農
民
お
よ
び
消
費
者
双
方
の
立
場
を
考
慮
す
る
こ
と
と
、
供
出
減
額
補
正



の
適
正
化
に
つ
い
て
は
極
力
努
力
す
る
。
け
雑
殻
の
供
出
に
つ
い
て
は
供
出
完
了
後
の
自
由
販
売
を
み
と
め
る
。
村
現
行
の
配
給
制
度

は
一
定
の
時
期
ま
で
継
続
す
る
。
制
二
六
年
産
米
お
よ
び
麦
に
つ
い
て
は
事
前
割
当
を
符
わ
ず
供
出
お
よ
び
配
給
の
具
体
的
方
法
に
つ

い
て
は
今
年
の
食
糧
事
情
の
推
移
を
み
て
こ
れ
を
定
め
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
も
、
米
麦
価
の
安
定
を
望
み
、
安
上
り
農
政
に
反
刻
す
る
農
民
ゃ
、
統
制
撤
一
局
後
の
米
価
上
昇
を
お
そ
れ
る

消
費
者
な
ど
を
先
頭
に
、
広
汎
な
統
制
撤
蕗
反
対
論
が
漸
次
そ
の
気
運
を
拡
大
し
、
ま
た

G
H
Q
内
部
に
も
賛
否
両
論
が
み
ら
れ
、

℃コ

し、

に
ド

γ
ジ
の
反
対
も
あ
っ
て
、
結
局
は
E
S
S
の
ス
テ
イ
ト
課
長
を
中
心
と
す
る
配
給
統
制
課
の
統
制
存
続
論
が
採
用
さ
れ
た
。

か
く
し

て
二
七
年
一
月
一
円
か
ら
米
の
統
制
を
撤
廃
す
る
と
い
う
政
府
の
発
表
(
二
六
年
十
月
三
日
)
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
は

一
応
表
面
か
ら
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
食
管
制
廃
止
問
題
と
放
ん
で
、
他
方
、
政
府
は
食
糧
輸
入
の
た
め
の
外
貨
節
約
を
は
か
る
た

め
、
二
五
年
八
月
食
糧
自
給
態
勢
確
立
方
針
を
閣
議
で
決
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
針
は
そ
の
後
大
き
く
変
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
休
戦
↓
特
需
激
減
↓
日
本
の
「
独
立
」
↓
「
自
立
経
済
政
策
」
の
前
面
化
、
と
い
う
過
程
の

な
か
で
、
独
禁
法
の
改
正
、
租
税
特
別
椿
置
法
、
企
業
資
本
充
実
の
た
め
の
資
産
再
評
価
特
別
措
置
法
、
企
業
合
理
化
促
進
法
の
制
定
を

み
る
な
ど
、
独
占
資
本
の
復
措
の
た
め
の
法
制
的
整
備
は
着
々
と
行
わ
れ
、
そ
し
て
二
七
年
の
朝
鮮
戦
争
休
戦
に
続
く
二
八
年
の
イ
ン
ド

シ
ナ
戦
必
ず
の
終
結
な
ど
の
動
き
の
な
か
で
、
日
本
独
占
資
本
は
、
そ
の
需
要
の
減
退
を
、
園
内
投
資
の
拡
大
で
切
り
抜
け
よ
う
と
は
か

り
、
飛
躍
的
な
重
化
学
工
業
化
へ
の
路
線
を
押
し
進
め
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
独
占
資
本
の
路
線
は
、
当
然
農
業
に
も
一
定
の
要
求
を
も

つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
求
は
一
一
つ
の
方
向
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
要
求
は
、
食
糧
の
完
全
自
給

に
よ
り
、
外
貨
を
節
約
し
、
工
業
に
必
要
な
原
材
料
を
輸
入
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
向
で
あ
り
、
第
二
の
要
求
は
、
安
い
外
国
食
糧
を
輸
入

日
本
資
本
主
義
の
米
側
問
題
(
四
)

ゴL



円
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

。

し
て
、
見
返
り
に
自
国
の
工
業
製
品
の
輸
出
の
増
大
を
図
ろ
う
と
す
る
方
向
で
あ
る
c

す
な
わ
ち
「
日
本
の
『
経
済
基
盤
』
を
つ
よ
め
、
将
来
輸
出
を
の
ば
し
て
国
際
収
支
を
改
苔
す
る
と
い
う
『
経
済
自
立
』
政
策
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
:
:
:
責
点
産
業
の
基
盤
強
化
に
必
要
な
原
材
料
の
輸
入
な
優
先
さ
せ
、
食
糧
輸
入
を
川
削
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

(
五
二
年
に
は
輸
入
の
二
五
%
を
合
糧
が
し
め
て
い
た
ー
そ
の
た
め
に
国
内
食
糧
(
と
く
に
米
と
麦
)
の
増
産
を
は
か
り
そ
の
自
給
率
を
た
か
め

て
い
く
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
」

(
陣
岐
衆
ぺ
一
「
戦
後
に
お
け
る
農
産
物
価
格
政
策
の
展
開
」
季
刊
『
経
済
』
9
号、

一
九
六
四
年
凶
四
豆
)
?
に
同
時
に

他
面
「
資
本
主
義
で
あ
る
以
上
、

と
農
産
物
価
格
が
安
あ
が
り
で
あ
る
こ
と
を
資
本
は
他
面
で
は
要
求
す
る
。
だ
か
ら
安
い
外
国
農

産
物
の
輸
入
は
資
本
に
と
っ
て
魅
力
で
も
あ
る
。
と
く
に
日
本
の
よ
う
に
話
和
公
約
を
へ
て
も
対
米
従
属
体
制
の
も
と
に
お
か
れ
、
経
済

ぃ
、
た
や
す
く
そ
れ
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
し

ア
メ
リ
カ
の
安
い
余
剰
農
産
物
が
刈
日
軍
事
・
経
済
援
助
の
形
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
な
ぱ
あ

(
必
)

と
い
う
二
つ
の
方
内
内
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
寸
后
し
た
二
つ
の
方
向
の

(
同
上
)

的
に
劣
弱
者
の
地
位
に
お
か
れ
る
ば
あ
い
、

う
ち
一
前
者
は
、
経
済
的
自
立
と
日
太
農
民
の
保
護
策
と
し
て
、
い
わ
ば
民
族
独
立
的
側
面
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、

ア
メ
リ

カ
過
剰
農
産
物
対
策
と
し
て
の
輸
入
食
糧
依
存
を
基
調
と
す
る
「
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
日
本
農
業
政
策
」
で
あ
り
、
大
多
数
の
零
細
な
日

本
農
民
の
切
捨
て
策
に
通
ず
る
途
で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
政
府
が
明
治
以
降
一
覧
し
て
採
用
し
た
の
は
い
わ
ば
前
者
の
方
向
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
食
糧
自
給
態
勢
の
確
ウ
一
は
同
民
的
課
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
農
林
省
も
、
当
初
は
一
一
つ
の
矛
屑
し
た
資
木
の

の
う
ち
、

第
一
の
道
を
選
び
、
終
局
的
に
は
主
要
食
糧
完
ム
パ
臼
給
を
め
ざ
す
米
麦
中
心
の
増
産
計
画
|
|
そ
れ
も
農
民
の
は
を
ご
ま
か
す
一
時
的
宜

伝
と
い
う
批
判
に
耐
え
ら
れ
な
い
結
果
に
な
っ
た
ー
ー
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
二
六
年
五
月
「
国
土
綜
合
開
発
一

0
ヵ
年

計
画
」
を
発
表
し
、
コ
一
五
年
に
予
想
さ
れ
る
国
内
生
産
不
足
量
を
玄
米
換
算
三
九

O
O万
石
と
推
定
、
こ
れ
の
自
給
を
計
画
し
、
次
で
二

七
年
十
月
「
食
糧
増
産
五
カ

(
昭
和
二
八
年

t
一
一
一
一
一
年
)
計
商
」
を
発
表
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
一
一
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る
五
カ
年
計



画
は
、
結
果
的
に
み
れ
ば
、
農
林
省
の
要
求
し
た
六
二

O
億
円
の
予
算
が
一
一
一
一
一
億
円

i
l
l従
来
か
ら
の
各
種
の
増
産
費
総
額
に
、
わ
ず

か
九

O
億
円
の
増
額
l
l
l
に
削
ら
れ
、
御
破
算
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
時
)
近
時
、
右
の
食
糧
自
給
主
義
と
、
輸
入
主
義
と
い
う
二
つ
の
考
え
方
が
、
い
わ
ゆ
る
「
開
欣
経
済
」
移
行
の
な
か
で
、
明
確
な
理
論
と
し
て
提

出
さ
れ
た
c

す
な
わ
ち
、
食
糧
日
給
主
義
の
立
場
に
た
つ
①
農
業
基
本
政
策
研
究
会
の
一
農
業
政
策
に
関
す
る
提
案
一
と
、
輸
入
主
義
の
立
場
に
た

っ
、
②
中
央
政
策
研
究
所
か
ら
の
「
際
業
の
長
期
展
望
と
長
期
政
策
」
な
ら
び
に
①
経
済
同
友
会
か
ら
の
「
農
業
近
代
化
へ
の
提
言
」
が
ミ
れ
で
あ

る。
①
は
代
表
を
近
藤
康
男
教
授
と
し
、
戦
山
純
、
大
谷
省
コ
一
、
山
口
一
門
、
美
土
路
達
雄
、
阪
本
楠
彦
の
諸
氏
を
メ
ン
バ
ー
と
し
、
い
わ
ば
マ
ル
ク

ス
経
済
学
の
立
場
か
ら
の
提
言
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
主
張
は
、
「
国
は
食
糧
自
給
政
策
を
ハ
ッ
キ
リ
農
民
の
前
に
一
不
す
べ
き
だ
。
こ
の

こ
と
は
、
単
に
海
外
農
産
物
依
存
の
体
制
で
は
、
日
本
操
業
が
大
き
な
打
撃
を
う
け
る
か
ら
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
た
め

に
も
、
ま
た
海
外
の
食
糧
需
給
の
状
況
か
ら
も
自
給
政
策
が
明
確
に
さ
れ
、
実
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

①
は
、
自
民
党
三
木
派
の
政
策
研
究
所
と
言
わ
れ
て
お
り
、
会
長
は
稲
垣
平
太
郎
兵
、
理
事
に
は
三
木
派
に
近
い
財
界
人
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

そ
の
基
本
的
主
張
は
「
食
糧
の
完
全
日
給
は
、

H
本
と
し
て
は
到
底
出
来
な
い
し
、
そ
の
必
要
も
な
い
。
と
い
っ
て
国
際
分
業
の
土
に
立
ち
、
食
糧

は
安
い
国
か
ら
輸
入
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
も
ま
ず
い
。
食
糧
自
給
皮
に
つ
い
て
は
一
定
の
め
や
す
を
も
ち
、
保
護
す
る
も
の
は
保
護
し
、
自

由
化
す
る
も
の
は
自
由
化
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

①
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
財
界
四
団
体
の
一
つ
で
、
一
応
進
歩
的
な
財
界
人
を
焦
め
た
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
三
五
年
に
も
第
一
凹
の
提
言
を
行

い
、
今
回
で
二
回
目
で
あ
る
。
そ
の
某
本
的
立
場
は
、
「
今
日
の
本
格
的
な
開
放
経
済
体
制
下
で
、
一
切
の
食
糧
を
間
内
で
自
治
す
る
こ
と
は
、
資

本
・
労
力
の
浪
費
で
あ
り
不
経
済
・
不
合
理
で
あ
る
。
当
面
の
農
業
保
護
は
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
農
業
が
企
業
と
し
て
円
立
出
来
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
②
①
は
そ
の
基
本
的
立
場
に
お
い
て
、
現
在
進
行
中
の
い
わ
ゆ
る
農
業
基
本
法
政
策
の
立
場
と
同
一
で
あ
る
。

さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
八
年
の
九
月
か
ら
二
九
年
の
秋
に
か
け
政
府
は
金
融
引
締
め
、
緊
縮
財
政
、
デ
フ
レ
政
策
を
採
用
、
不

況
は
激
化
し
た
。
そ
の
狙
い
は
、

「
国
際
収
支
の
均
衡
L

や
「
企
業
の
合
理
化
」
を
理
由
に
、
企
業
及
び
販
売
網
の
系
列
化
を
は
か
り
、

弱
小
企
業
を
倒
産
さ
せ
る
と
と
も
に
、
首
切
り
、
賃
銀
ス
ト
ッ
プ
、
賃
下
げ
、
労
働
強
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
緊
縮
財

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

政
と
い
っ
て
も
軍
事
費
は
か
え
っ
て
「
防
衛
力
増
強
」
を
坦
白
に
増
額
さ
れ
、
こ
の
た
め
農
林
予
算
は
削
減
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
九

年
度
一
般
会
計
予
算
は
総
額
九
、
九
九
五
億
円
で
、
二
八
年
度
の
一
兆
二
七
二
億
円
く
ら
べ
二
七
七
億
円
の
減
少
で
あ
り
、
農
林
予
算
も

二
九
年
は
一
、
二

Q
五
億
円
と
、
前
年
の
一
、
七
一
九
億
円
に
く
ら
べ
五
一
四
億
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
方
、
軍
事
費
関
係
で

は
、
直
接
防
衛
費
一
四

O
億
円
、
旧
軍
人
恩
給
費
一
八
九
億
円
、
平
和
回
復
戦
後
処
理
費
お
よ
び
連
合
国
財
産
保
障
費
一
四
二
億
円
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
デ
フ
レ
政
策
を
至
上
命
令
と
し
て
、
政
府
は
戦
後
は
じ
め
て
公
然
と
米
麦
の
生
産
者
価
格

の
値
下
げ
を
言
明
す
る
に
至
っ
た
。

「
七
月
一
七
日
石
原
経
済
審
議
庁
次
長
ら
経
審
幹
部
と
日
経
連
は
デ
フ
レ
下
の
失
業
問
題
を
中
心
に

懇
談
し
た
が
、
日
経
連
側
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

『
農
村
の
消
費
購
買
力
は
他
に
く
ら
べ
て
高
い
が
こ
れ
を
抑
制
す
べ
き
だ
。

米
価
、
麦
価
、
公
務
員
給
与
、
公
共
事
業
料
金
は
一
般
賃
金
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
を
政
府
は
よ
く
認
識
す
べ
き
で
、
行
政
整
理
を

断
行
す
べ
き
で
あ
る
』
。
彼
ら
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
低
米
価
低
賃
銀
政
策
と
行
政
整
理
L

(
大
森
『
米
価
政
策
史
』
一
八
九
l
九
O
頁
)

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
二
八
年
か
ら
九
年
に
か
げ
、

ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
小
麦

の
生
産
過
剰
が
激
化
し
、
二
九
年
一
二
月
八
日
M
S
A
関
係
四
協
定
に
日
本
政
府
ば
調
印
(
五
月
一
日
発
効
)
し
た
。
こ
こ
に
、
外
国
食
糧
依

存
の
方
向
が
共
体
化
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
日
本
選
業
が
圧
迫
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
近
藤
康
男
氏
は
以
と
の
よ
う
な
昭
和

二
九
年
の
日
本
農
薬
の
事
情
を
、

「
二
一
一
日
に
し
て
い
ち
な
ら
ば
、
日
本
農
業
が

M
S
A
体
制
に
完
全
に
く
み
こ
ま
れ
、
世
界
的
規
模
の
収

奪
に
全
面
的
に
さ
ら
さ
れ
る
方
向
へ
明
確
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、

「
こ
の
年
の
年
頭
に
、
こ
れ
ま
で
名
目
的
に

せ
よ
掲
げ
ち
れ
た
食
糧
増
産
政
策
が
、
い
ま
や
公
然
と
う
ち
す
て
ら
れ
る
と
い
う
予
算
編
成
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

(
「
食
糧
増
産
費
も

削
除
、
首
相
保
利
農
相
仰
に
指
示
」

「
朝
日
新
聞
L

一
月
一
一
一
日
)
。
こ
の
こ
と
は
育
田
政
府
が
も
は
や
国
民
の
食
糧
を
保
証
す
る
の
に
、

園
内
田
給

の
線
を
す
て
て
、
外
国
依
存
の
線
に
立
つ
こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」

(
吋
日
本
農
業
年
報
』
E
中
央
公
論
社
七
頁
)
と
指
摘
し



て
い
る
。

か
く
し
て
、
戦
後
の
第
二
期
の
末
に
は
、
ほ
ぽ
日
本
農
政
の
政
策
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
法
制
的
仕
上
り
が
昭
和

六
年
六
月
二
五
日
の
「
農
業
基
本
法
」
で
あ
る
。

以
上
こ
の
期
の
各
年
度
産
米
の
決
定
事
情
と
そ
こ
で
の
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
べ
て
お
こ
う
。

昭
和
二
五
年
度
産
米
。
こ
の
年
の
米
価
は
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
よ
る
輸
入
補
給
金
の
削
減
問
題
や
、
米
麦
の
統
制
撤
廃
問
題
が
、
二

六
年
度
予
算
編
成
と
も
か
ら
ん
で
複
雑
化
し
、
十
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
政
府
部
内
の
意
見
調
整
と
G
H
Q
と
の
折
衝
に
よ
り
、
パ
リ

テ
ィ
価
格
に
各
種
奨
励
金
の
打
切
り
相
当
額
を
特
別
加
算
金
と
す
る
と
い
う
、
パ
リ
テ
ィ
計
算
プ
ラ
ス
方
式
に
よ
り
、
基
本
米
価
六
、

O

四
七
円
(
う
ち
バ
ッ
ク
・
ベ
イ
六
二
七
円
)

に
落
着
い
た
。
算
定
方
式
、
な
ら
び
に
各
種
奨
励
金
の
内
訳
は
表
部
な
ら
び
に
坊
の
如
く
で
あ

る
(
以
下
同
様
)
。

な
お
こ
こ
で
二
五
年
度
産
米
を
例
と
し
て
、
米
価
問
題
の
階
層
性
を
み
よ
う
。
い
ま
米
作
農
家
の
経
営
規
模
別
供
出
量
を
み
る
と
大
森

立
こ
郎
氏
の
作
成
し
た
表
訂
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
表
に
も
と
づ
い
て
大
森
氏
は
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
世
界
農
業
セ
ン

サ
ス
の
農
家
総
戸
数
は
六
百
一
七
万
六
千
四
百
十
九
戸
で
あ
る
か
ら
供
出
農
家
戸
数
、
三
百
四
四
万
四
千
八
百
三
三
戸
は
、
そ
の
五
六
%

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
約
半
数
の
農
家
が
供
出
農
家
で
あ
る
。

米
作
農
家
の
う
ち
で
も
、

供
出
農
家
は
六
一
ニ
%
に
過
ぎ
ず
、

他
は
自
家
飯

米
農
家
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
者
価
格
と
し
て
の
公
定
米
価
は
、
全
農
家
の
約
半
数
を
対
象
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
表
幻
に
よ
る
と
、
六
反
未
満
ま
で
の
供
出
農
家
戸
数
の
比
率
は
五
二
・
五
%
で
あ
る
が
、
供
出
数
量
は
一
七
・
五
%
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
六
反
以
上
の
供
出
農
家
は
戸
数
に
し
て
四
八
%
、
供
出
量
は
実
に
八
一
一
・
五
%
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
戸

当
り
の
現
金
収
入
も
、
経
営
規
模
の
拡
大
に
つ
れ
て
激
増
し
て
い
る
の
で
、
米
価
の
高
騰
は
上
層
農
家
に
有
利
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、

米
価
問
題
に
お
い
て
単
に
生
産
者
価
格
の
増
加
の
み
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
中
富
農
層
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)



日
本
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(玄米 1石当り〕

算 比方式
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減収加算
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|基本価格|号府支収平均価格|
(3等裸)= Iマ1-4等包装込i"I 算 定 方 式

I j戦前基準 (9-11年)ノミリテイ方式(価格川百テイ方式)

1. バリテイ価格 27.16円x182. 20当 4.948円
2. 特別加算額 4.948円x0.15 (注 1) 

一(198円(注 2)+72円(注 3))=472fIl 
3. 言r 4.948円+472円=5.420円
4 追加指込 5.420円十627月(追加払)=6.047円

〔注 1) 特車Ij加算割合 (i注 2) 早期供出奨励金
(注 3) 超過供出奨励金

|戦前基準パリテイ方式(価格ノ《リテイ〉

11. パリテイ価格 27.16円x248. 49=6.749円
i 2 特別加算額 6.749円xO. 05(注1)-100円(注2)=237円

7.050円 7.440円 I 3. 計 6.749円十237円ニ6.986円
1 ， 'M~L'~ "^"~1":'f 等平均とし、 3等は7.030円)
11 追加版印O円 120円〔追加払)=7.050円

(注 1) 特別加算割合 (注 2) 早期供出奨励金

I 一一(お併問年制4一 3月)パ……リ打川…テ川叶イ叶方捌叩一一?得伶与やノパ《
1.. -H!I ""，， _= .1 t:n::-Mt ~ ~Anm ，~ 113. 57 I 1 裸パリテイ価格 6.549円×一一一二7.163円1 . .. -. -. - 103.84 

，， 1~~t)~:;':t 1)1){l (注1)、
I 2. 特別加算額 6.549円xU!~~.主!i xa~~. x1・od3i/j

t ¥105.84 1.000 ノ

ィ盟ι~xc6!4， x1.0ω 〈注 2 )刊
¥102.86 1. 000 ノJ

-7，163円=329円
3 計 7，163円十329円ニ7.492円均7.500円

(出 1) 資本財投下最の上昇率

〔注 2) 都!ITと農村の消費水準のと昇率のギャップ

米価の推移(基本価格と算定方式)
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8.635円7，500円

表36 各種奨励金の推移

早期供出奨励金〔時期日価掛 | 超|過供出奨励金

l石当り|
単 価 I平 均 i単価

l9月一 1酬円 | 百万円 I1.支払総額 6.082.0 I 支弘給額
10月15日汐 700円 ! 千石1 222円11，391円
10月31日汐 400円|数量 10 ， 0ω~ I 数 量

|(36.6)  Il  

l l 百万円
9月30日まで 500円 支弘総額 3，044";)1 
10月初日。 400円 f石1 120同1

数量 9.158.9 I 
11月10日グ 200円 (at2l I 
l i 百万円 百万円

| 千石l…ベ 千石

111AFア I，111目|支払総額 1MMl  ! 支払総額 15，597.4 

iiiY12111E1数量 2W821 [ 数 量 日 8.4
(77.1) I (19.2) 一日O円 j 千刊叩石目| 加削叫…円町ド叩刊|円川川2叩叩7初OOfIl) 千石

I ~貯;臼i信訪r;立?
|数量 1刊8，23幻1.8 I 数 宣 6.657.4 12月10日 〈グケ 400山 | ! | (88.5)(32.3)  

1 9月初日まで 2.000円| 百万円 育方向
! 9月30R グ 1.200円|支払総額 7.959.4 I 支払総額 7，486.5 
d15H グ 600円| 千石I 343fIl I 1. 280円| 刊
11月1日グ 300円|数量 21.333.4 1 数 量 5，848.8 
12月10白ク 200円 (91.8) I (25.2) 

注: 26年は特に超過供出奨励金はなく、集荷委託費から供出完遂奨励金として従来の超過供出安励

早期供出、超過供出奨励金の( )は総供出数量に対する比率である。

超過供出は特集、代表者供出等を含めたものである。
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で
あ
る
。
さ
ら
に
米
価
問
題
は
非
供
出
農
家
と
の
関
連
に
お
い
て
も
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
複
雑
な
諸
課
題
を
含
む
。
農
家

の
階
層
性
を
考
え
る
と
、
価
格
政
策
そ
れ
自
体
が
農
家
の
過
半
数
を
占
め
る
六
反
未
満
の
零
細
農
家
に
は
な
ん
ら
の
恩
恵
を
与
え
る
も
の

で
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
は
単
に
米
価
政
策
の
み
で
な
く
、
農
業
政
策
一
般
に
も
通
じ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(
大
森
『
米
価
政
策
史
』
一
五
七
頁
な
ら
び
に
硲
『
米
価
問
題
』
一
二
三
O
頁
以
下
参
照
)

O

昭
和
二
六
年
度
産
米
。
ア
メ
リ
カ
側
の
バ
ッ
グ
・
ベ
イ
お
よ
び
特
別
加
算
額
の
廃
止
要
求
な
ど
の
た
め
、
こ
の
年
の
米
価
も
前
年
同
様

十
二
月
に
な
っ
て
決
定
を
み
た
。
買
入
価
格
七
、

O
五
O
円
(
う
ち
バ
ッ
ク
・
ベ
イ
二

O
円
込
み
て
パ
リ
テ
ィ
指
数
二
四
八
・
四
九
で
あ
っ

た
。
二
六
年
度
産
米
の
生
産
者
価
格
決
定
経
過
に
つ
い
て
、
米
価
審
議
会
委
員
の
大
森
氏
は
以
下
の
如
く
の
べ
て
い
る
。

こ
の
年
の
審
議
会
は
経
済
安
定
本
部
設
置
法
に
基
く
官
制
に
よ
っ
て
一
応
法
的
基
礎
を
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
生
産
者
代

表
は
六
名
か
ら
四
名
に
へ
ら
さ
れ
、
予
算
関
係
な
ら
び
に

G
H
Q
と
の
折
衝
経
過
が
重
視
さ
れ
、
形
式
的
審
議
が
要
求
さ
れ
、

そ

の

う

ぇ
、
議
会
の
圧
力
を
お
そ
れ
て
、
国
会
の
閉
会
後
に
こ
れ
を
聞
く
と
い
う
醜
態
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
し
か
も
問
題
と
な
る
の
は
、
政
府
諮
問



案
の
米
価
算
定
の
カ
ラ
グ
リ
で
あ
る
。
二
六
年
九
月
末
の
農
業
パ
リ
テ
ィ
指
数
は
二
四
八
・
八
で
従
来
の
方
法
で
は
基
本
価
格
は
六
、
九

七
四
円
と
な
る
。
そ
こ
で
政
府
は
パ
リ
テ
ィ
品
目
な
ら
び
に
価
格
の
取
り
方
を
若
干
変
更
し
て
、
九
月
末
二
四
八
・
四
八
と
い
う
確
定
指

数
を
得
、
石
当
り
六
、
九
八
六
円
を
基
本
価
格
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
予
算
米
価
七
、
O
二
一
O
円
と
の
間
に
四
四
円
の
差
が
あ
る
の

で、

等
級
間
格
差
を
石
当
り
一

t
二
等
八
七
円
五
O
銭
、

一一

t
一
一
亙
守
一
五
O
円
、

一一一

t
四
等
一
五
O
円
と
し
、

等
級
別
価
格
を
一
等

七
、
二
六
七
円
、
二
等
七
、

一
八
O
円
、
一
一
石
守
七
、
。
一
二
O
円
、
四
位
十
寸
六
、
八
八
O
円
と
し
た
。
こ
れ
よ
り
三
等
価
格
は
七
、
O
三
O
円

と
想
定
価
格
と
一
致
の
外
形
を
と
と
の
え
、
さ
ら
に
一

t
四
等
ま
で
の
等
級
別
価
格
の
加
重
平
均
が
六
、
九
八
六
円
と
な
っ
て
パ
リ
テ
ィ

価
格
に
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
等
級
別
価
格
算
定
の
基
礎
は
、

一
等
一
%
、
二
等
一
O
%
、
一
二
、
四
等
四
三
%
、

五
位
一
寸
二
一
%
の
供
出
を
前
提
と
し
て
初
め
て
可
能
な
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
供
出
割
合
は
何
ら
根
拠
が
な
い
。
児
戯
に
類
す
る
こ
の
よ
う

な
算
定
が
な
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
に
、
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
恐
意
性
、
非
科
学
性
が
あ
る
。
こ

れ
こ
そ
政
府
の
価
格
算
定
が
一
定
の
政
治
目
的
に
よ
る
逆
算
米
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
拠
で
あ
る

〈
円
米
何
政
策
小
人
』

一
六
回

i
ム
ハ
頁
参

昭一)。昭
和
二
七
年
度
産
米
。
こ
の
年
か
ら
基
本
米
価
の
算
出
に
あ
ら
た
な
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
基
準
年
度
が
戦
前
(
九
年

t
十
一
年
)
か
ら

戦
後
(
二
五
年
四
月
i
二
七
年
三
月
)
に
変
る
と
と
も
に
、

「
価
格
パ
リ
テ
ィ
」
方
式
が
放
棄
さ
れ
て
、

「
所
得
パ
リ
テ
ィ
L

方
式
が
採
用
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
所
得
均
衡
を
消
費
面
か
ら
と
ら
え
、
パ
リ
テ
ィ
計
算
を
土
台
と
し
て
、
そ
の
中
に
農
家
と
非
農
家
の
消
費
水
準
の
上
昇

率
の
均
衡
を
目
標
と
す
る
方
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
算
定
さ
れ
た
裸
パ
リ
テ
ィ
米
価
は
七
、

二
ハ
一
一
一
円
と
な
り
、
こ
れ
に
特
別
加
算
額
三
二
九
円
を
加
え
て
七
、
四

九
二
円
と
し
、
端
数
を
切
上
げ
て
七
、
五
O
O
円
を
基
本
米
価
と
し
た
。
な
お
当
時
の
農
民
団
体
の
要
求
米
価
は
一
万
円
か
ら
一
万
二
、

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

七



日
本
資
本
主
義
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米
価
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題
(
四
)

八

0
0
0円
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
式
に
よ
れ
ば
、
基
準
年
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
変
っ
た
点
で
、

ま
ず
戦
前
と
全
く
様
相
を
異
に
し
た
戦
後
の
経
済
構
造
の
な
か
で

均
衡
し
た
米
価
水
準
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
、
が
明
確
に
さ
れ
、
農
民
に
有
利
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
農
業
パ
リ
テ
ィ
指

数
の
算
出
も
経
済
事
情
が
相
当
に
異
な
っ
た
時
点
、
を
基
準
と
し
て
い
な
い
た
め
ラ
ス
パ
イ
レ
の
方
式
一
本
で
算
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

点
[
1
3
基
準
時
と
比
較
時
の
変
化
が
著
し
く
な
っ
た
場
合
に
の
み
基
準
時
の
r

変
更
が
行
わ
れ
る
|
|
、
さ
ら
に
、
生
産
の
た
め
に
投
下
さ
れ

た
物
財
費
を
回
収
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
財
の
投
下
孟
の
変
化
を
も
考
慮
し
、
ま
た
都
市
と
農
村
の
消
賓
水
準
の
上
昇
率
ギ
ャ
ッ
プ
を

な
く
す
た
め
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
補
正
す
る
係
数
を
湾
入
し
、
ま
た
基
本
米
価
が
、
パ
リ
テ
ィ
米
価
に
経
営
資
本
財
投
下
量
の
増
大
を
反

映
す
る
特
別
加
算
額
を
加
え
て
算
出
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
よ
り
、
曲
民
民
に
有
利
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

そ
の
算
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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日
本
資
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主
義
の
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価
問
題
(
四
)

四。

家
計
の
再
生
産
(
そ
れ
の
拡
大
再
生
産
で
あ
る
べ
き
も
の
)
を
保
障
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
本
的
立
場
か
ら
、
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
方
式
は
価
格
パ
リ
テ
ィ
の
基
礎
の
上
に
消
費
所
得
(
家
計
費
)
の
均
衡
と
資
本
財
投
下
量
(
経
醤
費
)
の
変
化
に

よ
っ
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
生
産
費
万
式
へ
の
一
歩
接
近
で
あ
る
c

そ
れ
故
こ
の
方
式
に
対
す
る
批
判
と

L
て

は
、
価
格
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
対
す
る
一
般
酌
批
判
(
本
稿
一
六
頁
以
下
)
が
あ
て
は
ま
る
と
同
時
に
右
の
修
正
が
ど
の
程
度
成
功
し
て
い
る

か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
は
価
格
パ
リ
テ
ィ
方
式
の
欠
陥
を
克
服
で
き
て
い
な
い
と
同
時

に
、
生
産
費
方
式
か
ら
み
て
も
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
欠
陥
を
も
っ
て
い
る

(
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
硲
『
米
価
問
題
』
三
一
一

O

ーゴ一
O
頁
参
照
)
。

昭
和
二
八
年
度
産
米
。
前
年
度
に
引
続
き
戦
後
基
準
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
り
、
裸
パ
リ
テ
ィ
価
格
七
、
二
四
五
円
を
決
定
、
こ
れ

に
特
別
加
算
額
四
三

O
円
を
加
え
て
七
、
六
七
五
円
を
得
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
七
、
七

O
O円
と
し
、
さ
ら
に
パ
ッ
ク
・
ベ
イ
二

O

五
円
、
減
収
加
算
五
五
五
円
を
加
え
、
三
等
裸
基
本
米
価
八
、
四
六

O
円
を
決
定
し
た
。
農
家
平
均
手
取
り
は
、

一
O
、
四
六
五
円
で
あ

る。
し
か
し
、
右
の
決
定
は
次
の
批
判
を
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
八
年
度
産
米
の
基
本
米
価
八
、
四
六

O
円
は
前

年
度
の
七
、
五

O
O円
に
く
ら
べ
か
な
り
上
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
農
村
物
価
指
数
を
上
回
る
上
昇
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
年
の
米
の
実
収
高

は
二
七
年
六
、
六
一
五
万
石
に
く
ら
べ
八
三
%
の
五
、
四
九
二
万
石
|
|
二
九
年
度
も
九
一
%
の
六
、

O
七
六
万
石

l
ー
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
た
め
農
家
の
政
府
へ
の
米
の
売
渡
し
量
も
大
巾
に
減
少
し
、
こ
の
結
果
、

一
石
当
り
基
本
米
価
に
各
種
奨
励
金
を
加
え
た
平
均
生
産

者
米
価
に
農
家
の
総
売
渡
量
を
か
け
た
総
売
渡
価
額
を
計
算
す
る
と
、
二
八
年
度
の
そ
れ
は
二
七
年
度
の
そ
れ
を
か
な
り
下
回
っ
て
い

る
。
い
ま
地
域
性
や
階
層
性
の
問
題
を
別
と
す
れ
ば
、
二
七

t
八
年
の
物
価
の
上
昇
を
考
え
る
と
、
二
八
年
の
一
見
高
米
価
に
み
え
る
現



象
も
、
そ
の
実
質
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
米
価
は
「
需
給
事
情
」
を
反
映
し
て
、
占
領
期
に
く
ら
べ
る
と
あ
る
程
度
収
奪
的
性
格
が
緩
和

さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
低
米
価
基
調
は
基
本
米
価
で
引
続
き
保
持
さ
れ
、
こ
の
た
め
の
集
荷
困
難
は
奨
励
金
政
策
で
回
避
さ
れ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
(
障
峻
、
季
刊
『
経
済
』

9
号
、
五
O
頁
以
下
参
照
)
。

昭
和
二
九
年
度
産
米
。
石
当
り
基
本
米
価
九
、

一二

O
円
、
早
場
米
奨
励
金
、
超
過
供
出
奨
励
金
、
包
装
代
等
を
含
め
た
平
均
農
家
手

取
り
は
、
九
、
七
一
八
円
に
決
定
(
九
月
三

O
日
閣
議
)
。
こ
れ
は
二
八
年
の
一

O
、
四
六
五
円
に
比
較
し
て
約
七
五

O
円
、
凶
作
を
理
由

に
特
に
つ
け
ら
れ
た
昨
年
の
減
収
加
算
五
五
五
円
を
ひ
い
て
も
約
二

O
O円
低
い
。
当
時
の
農
民
諸
国
体
の
要
求
は
二
一
、
五

O
O円
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
の
米
価
決
定
の
特
徴
と
し
て
近
藤
康
男
氏
は
次
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。

第
一
は
、
従
来
、
上
層
農
民
を
優
遇
し
、
農
民
を
分
裂
支
配
す
る
道
具
と
さ
れ
て
き
た
超
過
供
出
奨
励
金
が
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
第
二
に
、
二
九
年
度
の
米
価
論
争
が
最
初
か
ら
農
民
手
取
額
を
低
く
押
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
「
食
糧
事
情
も
好
転

し
た
し
、
政
府
が
緊
縮
財
政
、
低
物
価
政
策
を
う
ち
出
し
て
い
る
折
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
辺
で
財
政
の
赤
字
を
生
む
よ
う
な
二
重
価
格

制
:
:
:
に
終
止
符
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
大
蔵
省
側
の
主
張
に
よ
っ
た
も
の
」

(
「
朝
日
新
聞
」
九
月
一
七
日
)
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
現
在
の
消
費
地
の
内
地
米
配
給
に
必
要
な
量
を
供
出
で
確
保
で
き
な
く
と
も
、
政
府
の
き
め
た
低
米
価
で
「
集
ま
る
だ
け
の

量
を
買
入
れ
れ
ば
よ
い
と
の
考
え
方
」

(
向
上
九
月
二
日
)
で
あ
る
。

第
三
に
、
低
米
価
を
押
し
つ
け
る
道
具
と
し
て
の
パ
リ
テ
ィ
方
式
が
崩
れ
た
と
い
う
こ
と
。
農
民
諸
国
体
は
早
く
か
ら
生
産
費
方
式
を

主
張
し
、
再
生
産
を
保
障
す
る
米
価
を
要
求
し
て
斗
っ
て
き
た
。
各
種
の
奨
励
金
は
、
こ
の
農
民
の
斗
い
に
押
さ
れ
た
政
府
が
、
富
農
層

を
ひ
き
つ
け
、
農
民
戦
線
を
分
裂
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
九
年
度
は
、
政
府
み
ず
か
ら
が
、
パ
リ
テ
ィ
の
動
き

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
〈
四
)

四



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)

四

が
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
農
民
の
手
取
り
額
を
如
何
に
低
く
押
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
た
た
め
、
政
府
自

体
、
が
、
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
二
九
年
度
米
間
決
定
に
み
ち
れ
る
吉
田
政
府
の
一
貫
し
た
政
武
は
、
予
算
は
、
あ
一
げ
て
再
軍
備
に
ま
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
そ
れ
で
釣
ヮ
て
き
た
富
農
の
た
め
の
奨
励
金
も
切
下
げ
る
し
、
低
米
価
に
よ
っ
て
配
給
米
の
集
荷
が
減
っ
て

も
か
ま
わ
な
い
、
国
民
は
M
S
A
小
麦
や
黄
変
米
で
よ
ろ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
『
日
本
農
業
年
報
』

E
、
十
一
頁
以
下
参
照
)
o

こ
こ

に
対
米
従
属
下
の
日
本
独
占
資
本
の
米
価
政
策
が
露
骨
な
形
で
一
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。


